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中世ピーサ年代記 １  

（ I I）  

メローリア の敗戦 ( 1 2 84 )から自治都市 国家の 終焉 ( 1 4 0 6)まで  

 

 

        

 

図 I I - 1  中 世 ピ ー サ 史 の 中 心 舞 台 ﾋﾟｱｯﾂ ｧ ･ ﾃ ﾞ ﾘ ･ ｱ ﾝ ﾂ ｨ ｱ ｰ ﾆ  

 

 

  

 4 衰 退期 ： 1 28 4 - 1 38 3  

 

 1 2 8 4年 8月 6日 ﾒﾛｰﾘｧで ｼﾞｪﾉｳﾞｧに 壊 滅 的 な 敗 戦 を 喫 し た ﾋﾟｰｻは 、 通 商 と

と り わ け 軍 事 面 で の 海 上 力 を 失 っ て 、 地 中 海 を 舞 台 と す る 国 際 的 勢 力 か

らは姿 を消し、1 5世 紀始め ( 1 4 06年 )つい に ﾌｨﾚﾝﾂｪによって 征服さ れるま で、
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ﾄ ｽ ｶ ｰ ﾅの 一 地 方 都 市 と し て も っ ぱ ら 内 陸 で 自 ら の 生 存 を 賭 け て 闘 う こ と

になる。また 、か くして 海外へ の進 出を阻 まれ 、一方 内陸で は発展 する ﾌ

ｨﾚﾝﾂｪの拡 大に圧 迫 されて 、内 部で 党 派争い と権力 闘争 の度を 深め 、 ｺﾑｰﾈ

(自治都市 )の理 念た る市民 による 共和・民主の 体制は 終わ りを告 げ、僭 主

的 ｼﾆｫｰﾚの登場を 見 、 ｼﾆｫﾘｰｱ専制体制 へと移 行して ゆく ことに なる。  

 さて 、そ の戦 後 対策と して ﾋﾟｰｻの ｱﾝﾂｨｧｰﾆ評議会 は 、生き残 った最 大の

実力者 として 、ま た ﾄｽｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨや 教皇と の個人 的関 係から して 、 ﾌｨﾚﾝ

ﾂｪと ｼﾞｪ ﾉｳ ﾞ ｧの 敵 対 政 策 を か わ す 最 適 の 人 物 と し て ｳｺﾞﾘ ｰ ﾉ伯 を ﾎﾟﾃﾞ ｽﾀに

選んだ。1 0月 1 8日任 期一年 で受 諾 した 伯は、ﾌｨﾚﾝﾂｪに譲歩 してな お ｼﾞｪﾉｳﾞ

ｧと戦うこ とを基 本 政策と した 。と 同 時に 、これ を ｼﾆｫﾘｰｱへの道を 開く機

会とと らえ、 独裁 を指向 するこ と に なる。  

 一方 ﾌｨﾚﾝﾂｪと ﾙｯｶは、今こ そ ﾋﾟｰｻの息の根 を止め んも のとさ っそく ｼﾞｪﾉ

ｳﾞｧに三者 同盟を 提 案し ２ 、ﾌﾟﾗｰﾄ･ﾋﾟｽﾄｨｱ･ｼｪｰﾅら ｱﾚｯﾂｫ以外の ﾄｽｶｰﾅ中小都

市もこ れに加 わっ た。 1 1月に は早 く も陸か らは ﾌｨﾚﾝﾂｪと ﾙｯｶが 、海か らは

50隻の ｶﾞﾚｰ船で ｼﾞｪﾉｳﾞｧが攻撃し てき たが 、ﾋﾟｰｻもよく 応戦し てこれ を 凌

いだ。  

 翌 1 2 8 5年 2月 任 期 1 0年 で 再 任 さ れ た と き に は ｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛに も な

り、政治と 軍事 の 全権を 握って 実質 的な ｼﾆｫｰﾚとなっ た ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は 、 ﾌｨﾚﾝ

ﾂｪが 本 当 は ｼﾞｪﾉｳﾞｧと ﾙｯｶの 勢 力 拡 大 を 望 ん で い な い の を 見 て 取 り 、 個 人

的ル ー トを 通じ て ﾌｨﾚﾝﾂｪと交 渉し 、 同 年 4 -5月 ｻﾝﾀ･ﾏﾘｰｱ･ｲﾝ･ﾓﾝﾃ､ﾌﾁｪｯｷｫ､ｶ

ｽ ﾃ ﾙ ﾌ ﾗ ﾝ ｺの 城 塞 ら 領 土 の 一 部 の 割 譲 と 市 政 治 の ｸﾞｪ ﾙﾌ ｨへ の 全 面 的 転 換 を

約束し て和平 を結 び、当 面の 危機を 脱した ３ 。ﾙｯｶも ｳﾞｨｱﾚｯｼﾞｫら一部 の 領

地を譲 られた ため 離反 、 ｼﾞｪﾉｳﾞｧはこ れを怒 って三 者同 盟は瓦 解した 。 ｼﾞ

ｪﾉｳﾞｧとは 交渉し な かった 。  

 し か し ﾋﾟｰｻは 伝 統 的 に ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆで あ り 、 数 の 上 で も 心 情 的 に も ま だ ま

だ 同 派 が 圧 倒 的 に 優 勢 で あ り 、 外 交 的 に は こ う し て 危 機 を 脱 し た ｳｺﾞﾘｰﾉ

伯 も 、 内 政 で は ｸﾞｪﾙﾌｨ路 線 を 推 進 す る こ と に は 困 難 が と も な っ た 。 そ こ

で 翌 1 2 8 6年 7月 に は 、 ｸﾞｪﾙﾌｨ勢 力 の 協 力 を 得 て 市 政 を 安 定 さ せ る 必 要 上 、

そのリ ーダー たる ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ家の、し か も娘を 嫁がせ た ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｳﾊﾞﾙ

ﾄﾞの 子 つ ま り 外 孫 に あ た る ｶﾞｯﾙｰﾗ国 主 ﾆｰﾉ (本 名 ｳｺﾞﾘｰﾉ )を ｻﾙﾃﾞｰﾆｧか ら 呼

び寄せ 、共同 統治 者とし て ﾎﾟﾃﾞｽﾀ兼 ｶﾋﾟﾀｰﾉとし た。  

 か く し て 権 力 を 確 立 し た 伯 は 、 ｸﾞｪﾙﾌｨで あ れ ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆで あ れ 自 分 に 敵

対する 勢力を 激し く弾圧 した 。一 方 、野 心的な 若者 で あった ﾆｰﾉも自ら の
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勢力拡 大につ とめ た。かく て市は 、ｸﾞｪﾙﾌｨ対 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆの対立に 加えて、ｸﾞ

ｪﾙﾌｨ内の二人 の ｼﾆｫｰﾚの間 で分裂 し、両派の 不法行 為と 私闘で カオス 的と

なり、 ｱﾝﾂｨｧｰﾆ他の 公権力 は無力 化し て法治 できな くな った 。  

 一 方 、 こ う し た 専 制 体 制 と 強 引 な 反 対 勢 力 の 抑 圧 に 反 感 を 募 ら せ る ｷﾞ

ﾍﾞｯﾘｰﾆと、伯の 貴族 政治に 不満を 抱く 商工階 層・職人 たち は、大司 教 ﾙｯｼﾞ

ｨｪｰﾘの周囲に 結集 した 。 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは ｳﾊﾞﾙﾃﾞｨｰﾆ家出身だ ったた め、二大 貴

族 ｹﾞﾗﾙﾃﾞｽｶと ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨの中間 にあっ た 。  

 ﾒﾛｰﾘｧ敗 戦 以 来 の ﾋﾟｰｻの 懸 案 は 、 ｼﾞｪﾉｳﾞｧの 監 獄 に な お 捕 ら わ れ て い る

捕虜た ちの解 放問 題だっ た。対 外的 には ﾌｨﾚﾝﾂｪとの協 調を基 本とし て ｼﾞｪ

ﾉｳﾞｧとはなお 戦う 姿勢を 崩さず 、対 内的に も自ら の権 力の強 化を狙 う ｳｺﾞ

ﾘｰﾉ伯は、必ずし も それに 積極的 では なかっ た。 し かし 、釈放要 求は 市民

の 暴 動 の 動 き と な り 、 ま た 獄 に あ っ た ﾌｧｰﾂｨｫ･ﾃﾞｯﾗ･ｹﾞﾗ ﾙﾃﾞｽｶら を 中 心 と

す る 有 力 貴 族 た ち の 訴 え と 圧 力 で 、 1 2 8 8年 4月 1 5日 よ う や く ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の

和平が 結ばれ た。ところ がその 条件 が、 ｶﾘｧﾘの ｶｽﾄﾛ城を含む ｻﾙﾃﾞｰﾆｧ、そ

れに ｺﾙｼｶと ｱｰｸﾚの領土の 譲渡、賠償 金とし て ｼﾞｪﾉｳﾞｧ金 貨 3万 4千 ﾘﾚの支払

いとい うもの だっ たため 、 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧに領土を 有する 貴族 、と りわけ 最も 利

害 の 絡 む ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 の 無 視 に あ っ て 、 結 局 履 行 さ れ ず 、 捕 虜 の 解 放 は な ら

なかっ た ４ 。かくて 、こ の 和平 を積極 的に支 援して いた 大司教 との関 係は

当然悪 化して いっ た。  

 そこ で 6月 3 0日、ｳｺﾞﾘｰﾉ伯が 市郊外 ｶｼｰﾅ (市の東 1 0 km )近くの ｾｯﾃｨﾓの城に

あ っ た 折 を 見 計 ら っ て 大 司 教 は 、 ｸﾞｧﾗﾝﾃﾞｨ､ﾗﾝﾌﾗﾝｷ､ｼｽﾞﾓﾝﾃﾞｨら ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ

貴族を 引き連 れて 反乱を 起こし 、市 を暴君 の手か ら解 放しよ うと煽 り 、 ﾆ

ｰﾉを含 む ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ一門と ｸﾞｪﾙﾌｨを追 放した。そし て ｱﾝﾂｨｧｰﾆたちと ｷﾞﾍﾞｯﾘ

ｰﾆは、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘを ﾎﾟﾃﾞｽﾀ兼 ｶﾋﾟﾀｰﾉに 選 んだ。  

 計 ら れ た と 知 り 、 翌 朝 手 勢 を 率 い て 市 に 乗 り 込 ん で き た ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は 大

司 教 側 と 衝 突 し 、 市 内 全 域 で ｸﾞｪﾙﾌｨ対 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆの 戦 い が 起 こ っ た 。 数 に

劣 る ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 側 は 追 い つ め ら れ 、 市 庁 舎 に 閉 じ 込 も っ て 抵 抗 し た が 火 で

攻 め ら れ て 降 伏 し た 。 ｶﾞｴﾀｰﾆと ｳﾍﾟｯｽﾞｨﾝｷﾞら 彼 に 味 方 し た 貴 族 は 市 を 去

るとの 条件で 解放 された が、伯自身 と 息子 ｶﾞｯﾄﾞと ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈ、孫 ﾆｰﾉ (ｲﾙ･ﾌﾞ

ﾘｶﾞｰﾀ )と ｱﾝｾﾙﾑｯﾁｫの 5人が ｶﾋﾟﾀｰﾉの館に 捕らわ れた。  

 彼ら は、後 に「 飢餓の 塔」と して 知られ ること に な る ﾄｯﾚ･ﾃﾞｨ･ｸﾞｧﾗﾝﾃﾞ

ｨに 移 さ れ ５ 、 最 初 は 人 道 的 に 扱 わ れ て い た が 、 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆは そ の 解 放 に 莫

大な身 代金を 要求 し、交渉の 間に 少 しずつ 食糧が 減ら された 。翌 1 2 8 9年 2

月 頃 相 次 い で 最 初 に 息 子 二 人 、 次 い で 孫 二 人 が 餓 死 し 、 8 0歳 代 の 老 伯 は
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最後ま で生き てい たとい われる ６ 。  

 ｶﾙﾁに逃 げた ﾆｰﾉは 8月、ｳﾍﾟｯｽﾞｨﾝｷﾞら ﾋﾟｰｻの亡命 者を 率いて 城壁近 くま

で攻め てきた が、市はこ れをよ く撃 退した。さら に、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ､ﾋﾟｽﾄｨｱら ﾄｽ

ｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨ市 は 、 こ の 機 会 を 逃 さ ず 来 攻 し 、 ｱｼｬｰﾉの 城 を 奪 い 取 っ た ７ 。

が、 ﾋﾟｰｻは こ れも 翌年に は取り 返 す 。 ｼﾞｪﾉｳﾞｧは港と 沿 岸、それ に ｴﾙﾊﾞ島

を荒ら した。  

 分 裂 し 混 乱 し た 市 の 秩 序 回 復 は 、 著 名 な ﾛﾏｰ ﾆ ｧの 傭 兵 隊 長 だ っ た ｸﾞｨ ｰ

ﾄﾞ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛに 託 さ れ た ８ 。 翌 1 2 8 9年 5月 1 3日 ｶﾋﾟﾀｰﾉ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾚと し て 着

任 し た こ の 優 れ た 戦 術 家 は 、 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰ ﾆに 戻 っ た ﾎﾟｰﾎﾟﾛ市 政 を 立 て 直 し 、

軍備を 整えて よく その任 を果た し、まず ﾙｯｶや ﾌｨﾚﾝﾂｪに 奪われ た領地 や城

を回復 した 。 ﾌｨﾚﾝﾂｪの攻撃も 執拗に 繰 り返さ れ、 ｶﾝﾊﾟﾙﾃﾞｨｰﾉで ｱﾚｯﾂｫの ｷﾞ

ﾍﾞｯﾘｰﾆに 勝 利 し た ﾌｨﾚﾝﾂｪは 、 同 年 8月 に は 1万 の 軍 で ｶﾌﾟﾛｰﾅの 城 塞 を 陥 落

させた ９ 。翌 1 2 9 0年は ｺﾙｿ･ﾄﾞﾅｰﾃｨの軍 、 1 2 91年に は ﾄｽｶｰﾅ同盟の 攻撃 、 1 2 9

2年 に は ﾌﾗﾝ ｽと ｶﾀ ﾙｰ ﾆｬの 傭 兵 と ﾌｨﾚﾝ ﾂ ｪの 軍 が 城 壁 の 下 ま で 押 し 寄 せ て き

た が 、 ｸﾞｨｰﾄﾞは い ず れ も 巧 み な 戦 術 で よ く 凌 い だ し 、 そ れ に 何 よ り も 市

の城壁 とその 守り が堅固 だった 。  

 1 29 3年 1月「正 義 の規定」を制 定し て豪族 を追放 し、商工業 市民に よる

ﾎﾟｰﾎﾟﾛ体 制 を さ ら に 強 め た ﾌｨﾚﾝﾂｪは 3月 、 ｼﾞｧｰﾉ･ﾃﾊﾞﾙﾃﾞｨ･ ﾃﾞｯﾗ･ﾍﾞｯﾗの も

と で ﾋﾟｰｻと 和 平 交 渉 を 開 始 し 、 1 2 9 3年 7月 1 2日 ﾌﾁｪｯｷｫに ﾄｽｶｰﾅ各 市 の 使 節

が集ま って条 約が 結ばれ た。 ﾋﾟｰｻは 領土の 譲渡の ほか 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ商品の ﾋﾟｰ

ｻ領 内 自 由 通 過 権 の 承 認 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 の 生 き 残 っ た 息 子 た ち ｸﾞｪﾙﾌｫと ﾛｯﾄと

そ の 一 族 を 支 援 し な い こ と 、 ﾎﾟﾃﾞｽﾀに は 2年 間 ﾄｽｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨ同 盟 都 市 以

外 か ら 招 か な い こ と 、 そ し て 何 よ り も 傭 兵 隊 長 ｸﾞｨｰﾄﾞ･ ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛの 解

任とい う形で 成立 した。  

 一 方 、 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧの ｶｽﾄﾛ城 に あ っ て 難 を 逃 れ た ｳｺﾞ ﾘｰﾉ伯 の 長 子 ｸﾞｪﾙﾌｫは 、

ｳﾞｨｯﾗ･ﾃﾞｨ･ｷｪｰｻﾞ (現 ｲｸﾞﾚｼｱｽ )に移っ た後 、まず父 の復讐 に ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘの代官

を し て い た ｳﾞｧﾝﾆ･ｸ ﾞｯﾍﾞｯﾀを 殺 し た 。 ま た 、 先 の 海 戦 で ｼﾞｪﾉｳﾞｧに 捕 ら え

られて いた弟 の ﾛｯﾄも、大金を 払っ て 獄から 解かれ 、兄 と合流 して ｻﾙﾃﾞｰﾆ

ｧを 支 配 下 に 置 い た 。 こ れ に 対 し て ﾋﾟｰｻは 、 1 2 9 5年 兵 を 送 っ て ｱﾙﾎﾞﾚｰｱ国

主 ﾏﾘｧｰﾉの支援の 下 に彼ら を攻め 、ｸﾞｪﾙﾌｫを捕ら えて島 の 支配権 を取り 戻
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した。  

 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘ大 司 教 は 、 ﾎﾟﾃﾞｽﾀの 地 位 に あ っ た の が 1 2 8 8年 の 7､8月 の 二 ｶ月

だ け だ っ た た め か の 殺 戮 の 責 任 を 問 わ れ ず 、 後 任 の ﾌﾞｵﾅｯｺﾙｿ･ｸﾞｯﾍﾞｯﾀが

問われ ていた 。し かし、 ﾆｰﾉが教皇 ﾆｺﾗｳｽ 4世に訴え 、事 件を調 査した 枢機

卿 ｺﾛﾝﾅに よ っ て ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘに 永 久 投 獄 の 判 決 が 下 っ て い た 。 そ の た め 地 位

を 追 わ れ る こ と は な か っ た が 、 釈 明 に ﾛｰﾏに 向 か う 途 中 1 2 9 5年 に ｳﾞｨﾃﾙﾎﾞ

で没し た。  

 ﾆｰﾉは そ の 後 ｼﾞｪﾉｳﾞｧに 行 っ て そ の 市 民 と な っ た 。 こ れ を 歓 迎 し た ｼﾞｪﾉ

ｳﾞｧ市は 、 ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ、 ｳﾍﾟｯｽﾞｨﾝｷﾞ､ﾄﾞｩｫｰﾃﾞｨ､ｶﾞｴﾀｰﾆらの ｸﾞ ｪﾙﾌｨ家門の捕 虜

を 解 放 す る と と も に 、 彼 が ｻﾙﾃﾞｰﾆｧに 渡 っ て 自 領 を 回 復 す る の を 助 け た 。

しかし ﾆｰﾉも、 1 2 9 6年には そこで 没し た。こう して 、 ﾌﾗﾝｸ時代以来 の ﾋﾟｰｻ

の主役 だった ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨが退場 した。  

 ﾌﾁｪｯｷｫの和平の 後若干 ｸﾞｪﾙﾌｨ寄り となっ た ﾋﾟｰｻ政府 は、 1 2 96年 2月 ﾎﾟﾃﾞ

ｽﾀに時 の教皇 ﾎﾞﾆﾌｧｷｳｽ8世 (在位 1 29 6･12･2 4 -1 3 03･10･11 )を選んだ 。これ に

よって 教皇代 理と して ｴﾘｧ･ﾀﾞ･ｺｯﾚ･ｳﾞｧﾙ･ﾃﾞﾙｻが派遣さ れ てき、 1 2 8 9年に ﾆ

ｺﾗｳｽ4世に よって 出 されて いた聖 務停 止令が 解かれ た。  

 1 2 9 9年 7月 2 5日 に は よ う や く ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の 和 平 が 成 立 し 、 2 5年 の 平 和 条

約 が 結 ば れ た 。 そ の 条 件 は 結 局 海 戦 直 後 に 出 さ れ て ﾋﾟｰｻが 拒 否 し た の と

同 じ も の で 、 ﾋﾟｰｻの 海 岸 を 南 は ｶｽﾃｨﾘｫｰﾈ･ﾃﾞｯﾗ･ﾍﾟｽｶｨ ｱか ら 北 は ｾﾙｷｫ川 ま

で と す る こ と と 、 ｺﾙｼｶ島 、 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧの ﾄｯﾚｽ市 ･ｻｯｻﾘ市 、 ﾋﾟｧﾉｰｻ島 の 支 配 権

の 放 棄 で あ り 、 見 返 り は ｼﾞｪﾉｳﾞ ｧの 獄 に 繋 が れ て い る 捕 虜 の 釈 放 だ っ た 。

しかし 、1 2 8 2 -84年 に捕ら えられ た 1万 人ちか くのう ち、こ れによ り 1 5年ぶ

りに祖 国に戻 った のは千 人程度 にす ぎなか ったと いう 1 0。  

 こ の 間 国 際 情 勢 は 、 ﾊﾟﾚﾙﾓで の 晩 鐘 の 乱 ( 1 2 8 2･3 )後 分 立 す る 形 と な っ て

い た ﾅｰﾎﾟﾘ･ｱﾝｼﾞｭｰの ｼｬﾙﾙ 1世 と ｼﾁｰﾘｧ･ｱﾗｺﾞﾝの ﾍﾟﾄﾞﾛ 3世 は と も に 1 2 8 5年 に

没し、ﾅｰﾎﾟﾘは ｶﾙﾛ (ｼｬﾙﾙ ) 2世 (在位 1 2 8 5 -1 30 9)に 、ｼﾁｰﾘｧは ｼﾞｧｺﾓ1世 ( 12 8 5 -95

ｼﾁｰﾘｧ王 )に 代わ っ てい た 。そ の ｼﾞｧｺﾓは、 本 来 ｱﾝｼﾞｭｰ支 持だ っ たは ず の教

皇 ﾎﾞﾆﾌｧｷｳｽ 8世 と 取 り 引 き し 、 密 か に ｻﾙﾃﾞｰﾆｧの 譲 渡 を 求 め て い た 。 ﾋﾟ ｰｻ

の ﾎﾟﾃﾞｽﾀで あ っ た は ず の 教 皇 も そ れ に 応 じ 、 1 2 9 7年 4月 5日 そ れ を 封 土 と

して彼 に与え てい た。 ｼﾞｬｺﾓはしかし 、 ﾏﾝﾌﾚｰﾃﾞｨの娘 ｺｽﾀﾝﾂｧの子で ｷﾞﾍﾞｯﾘ

ｰﾆだっ たため 、 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧにすぐ手 をつ けるこ とは控 えて いた。  
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 一 方 ﾌｨﾚﾝﾂｪで は ｸﾞｪﾙﾌｨ内 部 で ﾈｰﾘ（ 黒 派 ） と ﾋﾞｱﾝｷ（ 白 派 ） の 争 い が 熾

烈 化 し 、 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆだ っ た ﾋﾟｰｻと ｱﾚｯﾂｫ以 外 の 全 ﾄｽｶｰﾅに 及 ん だ 。 最 初 白 派

が 優 勢 だ っ た が 、 教 皇 の 政 策 と ﾌﾗﾝｽの ﾌｨﾘｯﾌﾟ美 王 が 送 り 込 ん だ ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･

ｳﾞｧﾛｧ伯の 介入で 1 3 01年 1 0月黒派 が勝 利した 1 1。こ れによ って、1 3 0 5年 ﾌｨﾚ

ﾝﾂｪ･ﾙｯｶ連合軍が ﾋﾟｽﾄｨｱを包囲し 、 ﾋﾟｰｻは同市に 援軍を 派 遣した が、翌 1 3

0 6年 4月 に は 降 伏 し た 。 ｼﾁｰﾘｧを 失 っ た ｱﾝｼﾞｭｰの 威 信 は す っ か り 低 下 し 、

もはや ﾄｽｶｰﾅを治め ること はでき なく なって いた。ﾅｰﾎﾟﾘでは 1 3 0 9年に ｶﾙﾛ

2世か ら ﾛﾍﾞﾙﾄ ( 1 3 0 9 - 4 3 )に、 ｼﾁｰﾘｧでは ｼﾞｬｺﾓの ｱﾗｺﾞﾝ王 就 位 (ﾊｲﾒ2世 1 2 9 1 -1 3

27 )にともな い弟 の ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世 (1 2 96 -1 3 3 7)に王位 が移っ てい た。  

 そ の ｱﾗｺﾞﾝが 、 い よ い よ ｻﾙﾃﾞｰﾆｧに 対 す る 権 利 を 主 張 し 始 め る 。 島 の 有

力貴族 ﾗﾆｪｰﾘ･ﾃﾞｨ･ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺが ﾏﾝﾌﾚｰﾃﾞｨの娘 ﾍﾞｱﾄﾘｰﾁｪと結 婚した ため、ｱﾗｺﾞ

ﾝ王は ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺ家と 親戚関 係に入 った 。 1 30 3年幽閉 され て憤死 した ﾎﾞﾆﾌｧｷｳ

ｽ8世 の 後 、 ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ1 1世 の 短 い 治 世 を は さ ん で 継 い だ ｸﾚﾒﾝｽ5世 ( 1 3 0 5 -1

4 )は、 ﾎﾞﾆﾌｧｷｳｽが ｼﾞｬｺﾓに与 え てい た ｻﾙﾃﾞｰﾆｧの宗 主 権を 認め た 。そ こ で ｱ

ﾗｺﾞﾝは ｸﾞｪﾙﾌｨ同盟 を ﾋﾟｰｻにし掛 け 、同盟も ｱﾗｺﾞﾝの征服 を支援 した 。 ｻﾙﾃ ﾞ

ｰﾆｧにおけ る既得 権 を守る べく 、ﾋﾟｰｻは 13 0 7 -8年 ｱﾗｺﾞﾝ王の もとに 使節団 を

派遣し て交渉 した が無駄 だった 。教 皇は 1 3 0 9年に ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世の 手で ｱｳﾞｨﾆｮ

ﾝに移り、 ｲﾀﾘｱでの 政治的 影響力 を低 下させ ていた 。  

 こ の 頃 帝 国 に 登 場 し て き た の が ﾊｲﾝﾘﾋ 7世 で あ っ た 。 ﾋﾟｰｻも ﾀﾞﾝﾃと 同 じ

く、彼に最 後の 望 みを託 すこと とな る。 ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公 ﾊｲﾝﾘﾋは 1 3 08年 1 2月 2

7日神聖 ﾛｰﾏ皇帝に 選ばれ 、す ぐ ｲﾀﾘｱにおけ る帝国 の権 威を主 張した 。 ﾋﾟｰ

ｻも、 1 31 0年 3月に はかの ｸﾞｨｰﾄﾞ･ﾀﾞ･ﾓ ﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛの子 ﾌｪﾃﾞﾘｰｺを ﾎﾟﾃﾞｽﾀ兼 ｶﾋﾟﾀ

ｰﾉに 選 ん で 親 帝 国 路 線 を 敷 き 、 他 の ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ都 市 と と も に 多 額 の 資 金 と

使者を 送って その 南下を 催促し た。  

 そこ で ﾊｲﾝﾘﾋは 1 3 10年 1 0月 ｲﾀﾘｱ遠征 に出発、 1 3 1 1年 1月 6日 ﾐﾗｰﾉで ｲﾀﾘｱ王

となり 、 ｻｳﾞｫｨｱ伯 ｱﾒﾃﾞｰｵらに 伴われ て 同年末 ｼﾞｪﾉｳﾞｧに入 ったが 、そ こで

妻 ﾏﾙｹﾞﾘｰﾀ (･ﾃﾞｨ･ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄﾞ )を失った 。同 地では ｼﾁｰﾘｧ王 ﾌｪﾃﾞﾘｰｺの使者 と会

い 、 ｸﾞｪﾙﾌｨの 後 ろ 楯 と な っ て い る ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛﾍﾞﾙﾄに 対 す る 同 盟 を 話 し 合 っ

た。そこ から 先の 陸路は ﾌﾗﾝｽの ｼｬﾙﾙに支援 された ｸﾞｪﾙﾌｨ同盟の手 にあり 、

ｼﾞｪﾉｳﾞｧも皇帝軍 の 輸送を 拒否し たた め、 ﾋﾟｰｻの船団 が 迎えに 行き 、 1 3 1 2

年 3月 6日 市 に 着 い た 。 1ｶ月 の ﾋﾟｰｻ滞 在 中 ﾄｽｶｰﾅと ﾛﾏｰﾆｧの ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆた ち が
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馳せ散 じ、亡命中 の ｸﾞｪﾙﾌｨ白派も加 わった 1 2。市 は皇帝 に金貨 1 8万 ﾌｨｫﾘｰﾆ

を提供 したが 、当 時の ﾋﾟｰｻの年収は 2 5万だった といわ れ る。  

 ﾊｲﾝﾘﾋは、 4月 2 3日 ﾏﾚﾝﾏ沿いに ﾛｰﾏに 向かっ て出発 、 ﾋﾟｰｻから千人 の騎士

が 同 行 し 、 ﾛｰﾏは ｱﾝｼﾞｭｰの ﾅｰﾎﾟﾘ兵 が 固 め て い た が 皇 帝 軍 が こ れ を 排 除 し

た 。 ﾋﾟｰｻも 7隻 の 船 を 派 遣 し て 海 か ら 支 援 し 、 6月 2 9日 ﾗﾃﾗｰﾉで 戴 冠 し た 。

ｼﾁｰﾘｧの ﾌｪﾃﾞﾘｰｺと友好を 結び、ﾅﾎﾟﾘの ｱﾝｼﾞｭｰに挟み撃 ちの圧 力をか けた 。

し か し ﾅｰﾎﾟﾘに は 進 軍 せ ず 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪが 忠 誠 の 誓 い を 拒 否 し た た め ﾄｽｶｰﾅに

向 か い 、 2 ｶ月 に わ た っ て ﾌｨﾚﾝﾂｪを 攻 囲 し た が 陥 と せ ず 、 翌 1 3 1 3年 3月 9日

には ﾋﾟｰｻに戻って きた。  

 2回目の ﾋﾟｰｻ滞在 は 6ｶ月に及び 、そ の間に 市政府 から ｸﾞｪﾙﾌｨを一 掃した 。

1 3 1 3年 5月 ﾌｨﾚﾝﾂｪが ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛﾍﾞﾙﾄに 5年 の 任 期 で ｼﾆｫﾘｰｱを 提 供 し た た め 、

再 度 南 ｲﾀﾘｱ遠 征 の 準 備 に あ た っ た 。 教 皇 は そ れ を 中 止 す る よ う 脅 か し た

が 、 同 盟 し た ﾌｪﾃﾞﾘｰｺが す で に ﾒｯｼｰﾅを 発 ち 、 ｶﾗｰﾌﾞﾘｧを 平 定 し て ｶﾞｴｰﾀに

向かっ ていた ので、ﾋﾟｰｻ ( 1 5隻 )も ｼﾞｪﾉｳﾞｧや ｼﾁｰﾘｧとともに 計 7 0隻の船団 を

南 に 派 遣 し た 。 皇 帝 は 8月 8日 陸 路 騎 兵 4千 歩 兵 1万 で ｼｪｰﾅに 向 か っ て 発 っ

たが、8月 2 4日 ﾌﾞｵﾝｺﾝｳﾞｪﾝﾄで 病没し た 1 3。長く 肝臓 を患っ ていた といわ れ

る 。 帝 国 軍 は 解 散 し 、 各 市 の 船 団 も 戻 り 、 皇 帝 の 遺 骸 は ﾋﾟｰｻに 持 ち 帰 ら

れ て 、 当 時 ﾄﾞｩｫｰﾓ造 営 団 の 棟 領 だ っ た ﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｶﾏｨｰﾉ彫 刻 に な る 棺 に 埋

葬され た 1 4。かく て 、『帝 政論 』を 用意 した ﾀﾞﾝﾃと同じく 、ﾋﾟｰｻも最後の

望みを 失った 。  

 3年 近 く に わ た る 皇 帝 の ｲﾀﾘ ｱ滞 在 中 巨 額 の 資 金 と 多 数 の 兵 を 提 供 し た

ﾋﾟｰｻは 、 結 果 的 に は 何 も 得 る と こ ろ な く 終 わ っ た 。 そ こ で そ の 代 償 と し

て皇帝 軍の残 留を 求めた。かく て 1 0人の隊 長と 8 0 0人の 騎兵が そのま ま市

に 留 ま っ て 傭 兵 と な っ た 。 こ れ は ﾋﾟｰｻが も っ た 最 初 の 本 格 的 な 外 国 人 傭

兵であ り、そ の後 大きな 力とな る。  

  最後 の望み を断 たれた ﾋﾟｰｻは、も はや民 主制で は持 ちこた えず 、 ﾎﾟﾃﾞｽ

ﾀに 外 国 人 を 求 め 、 6 0歳 と 高 齢 だ が ｼﾞｪﾉｳﾞｧの 皇 帝 代 理 で 勇 敢 な ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ

傭 兵 隊 長 だ っ た ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈ･ﾃﾞｯﾗ･ﾌｧｯｼﾞｫｰﾗを 選 ん だ ( 1 3 1 3･9･2 0 )。 ｶﾋﾟﾀｰﾉと

しての 任も託 され た彼は、さっ そく ﾙｯｶの ｺﾝﾀｰﾄﾞに兵を 送って 攻勢を かけ

た 。 彼 が ﾎﾟﾃﾞｽﾀに 選 ば れ た の と 同 じ 頃 、 ｼﾁｰﾘｧ王 ﾌｪﾃﾞﾘｰ ｺが 自 ら ﾋﾟｰｻに 乗

り 込 ん で き て 市 の ｼﾆｫﾘｰｱを 求 め る と い う こ と が あ っ た が 、 市 は 協 議 の 上

これを 断った 。  

 ｸﾞｪﾙﾌｨ同盟によ る ﾙｯｶ支 援 体制は 必 ずしも 万全で はな く、ﾌｨﾚﾝﾂｪの力も
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それほ ど強く なか った。ﾄｽｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨは ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛﾍﾞﾙﾄに支援 を要請 した

が 、 ｼﾁｰﾘｧ回 復 を 狙 う ﾛﾍﾞﾙﾄは む し ろ 、 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧを め ぐ る ｱﾗｺﾞﾝと の 対 立 を

利 用 し て ﾋﾟｰｻに 接 近 を 計 っ て き た 。 そ し て 1 3 1 4年 2月 2 7日 、 ﾋﾟｰｻが ｼﾁｰﾘｧ

の ｱﾗｺﾞﾝを 物 質 的 ・ 軍 事 的 に 支 援 し な い こ と 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ商 品 の 通 過 料 免 除 、

亡命者 の相互 帰国 等を条 件に、ﾅｰﾎﾟﾘで和平 条約が 結ば れた。とこ ろが ｳｸﾞ

ｯﾁｫｰﾈは、 ﾌｨﾚﾝﾂｪと の関係 改善 を 急ぐ 商人勢 力が中 心と なって 結ばれ たこ

の 和 平 に 必 ず し も 好 意 的 で な い 実 業 者 層 の 民 意 を 背 景 に 、 ｸﾞｪﾙﾌｨ勢 力 の

排除を 叫び、対立 する富 裕商人 を代 表する ﾊﾞﾝﾄﾞｩｯﾁｫ･ﾃﾞｨ･ﾎﾞｩﾝｺﾝﾃを処刑

して ｼﾆｫｰﾚとなっ た ( 13 1 4･3･24 )。  

 当 時 ｵﾋﾞｰﾂｨ家 の ｼﾆｫﾘｰｱと な っ て い た ﾙｯｶと は 、 1 3 1 4年 4月 2 5日 に 和 平 を

結 び 、 領 土 の 返 還 と 亡 命 者 の 相 互 帰 国 を 取 り 決 め た 。 と こ ろ が ｳｸﾞｯﾁｫ ｰﾈ

は、返還の 不履 行 を口実 に、 ﾙｯｶに戻 った ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆに ｵﾋﾟｰﾂｨ家の独 裁政権

に対す る反乱 を起 こさせ、ﾋﾟｰｻの傭 兵とな ってい た皇 帝軍の 騎兵 8 0 0人を

率いて 1 3 1 5年 6月 1 4日なん なく ﾙｯｶを征 服して しまっ た 1 5。外国人 傭兵の 効

果がさ っそく 表れ たこと になる 。  

 こう して ﾙｯｶの ｼﾆｫｰﾚともな った ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈは、息子 の ﾌﾗﾝﾁｪｽｺをその ﾎﾟﾃﾞ

ｽﾀと し 、 ﾅｰﾎﾟﾘの 代 理 を 追 放 し た 。 ﾋﾟｰｻに よ る こ の ﾙｯｶ征 服 は 周 囲 の 市 を

驚 か し 、 多 く の 城 塞 が ﾋﾟｰｻの も と に 下 っ た 。 余 勢 を か っ て ﾋﾟｰｻは ﾌｨﾚﾝﾂｪ

領にも 侵攻し た。  

 この 頃持ち 上が った後 継皇帝 の争 い、ﾊﾞｲｴﾙﾝの ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋか ｵｰｽﾄﾘｱ ･ﾊﾌﾟｽ

ﾌﾞ ﾙｸ ﾞの ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ (美 王 )か の 争 い が こ の 時 も ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆと ｸﾞｪﾙﾌｨの 争 い と な

り 、 ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈは 前 者 を 、 ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛﾍﾞﾙﾄは 後 者 を 支 援 し た た め 、 ｱﾝｼﾞｭｰと

の短い 友好関 係は 破れ、各 地で 戦闘 が起こ った。 ｱﾝｼﾞｭｰは、 ﾙｯｶの亡 命者

や ﾄｽｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨか ら報復 戦を求 めら れ、ﾀｰﾗﾝﾄ君主の 息 子 ｶﾙﾛを ﾌｨﾚﾝﾂｪに

派遣し た。 ﾙｯｶの喪 失を憂 える同 市も 戦争準 備を怠 らな かった 。か くて ﾋﾟ

ｰｻと ﾌｨﾚﾝﾂｪはとも に大軍 を動か し、 1 31 5年 8月 2 9日 ﾓﾝﾃｶﾃｨｰﾆの ﾆｪｳﾞｫﾗ川を

はさん で合戦 し、ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ連合軍 つま り ﾋﾟｰｻの 勝利 に終 わった。激 戦で 、

死者 1万以 上に上 っ たと言 われる 1 6。  

 ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈの支持 層は貴 族と 、職 人 を中心 とする ﾎﾟｰﾎﾟﾛ･ﾐﾇｰﾄであり 、一

方 富 裕 商 人 ・ 造 船 業 者 ・ 企 業 家 ら ﾎﾟｰﾎﾟﾛ･ｸﾞﾗｯ ｿは 、 彼 の 軍 国 主 義 と 権 力

集 中 に 不 満 を も っ て い た 。 ﾙｯｶで も 、 野 心 的 な 若 者 ｶｽﾄﾙｯﾁｫ･ｶｽﾄﾗｶｰﾆが 頭

角を現 してい た。彼も先 の ﾓﾝﾃｶﾃｨｰﾆの戦い に ﾙｯｶの ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆを率いて 参戦

し 、 戦 功 を た て て い た 。 市 民 の 信 頼 を 得 た 彼 は 、 ﾙｯｶの 解 放 と ｼﾆｫｰﾚの 座

を狙い 始め、 かく て両者 は衝突 する 。  
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 1 31 6年 1月 ﾏｯｻを征服し た ｶｽﾄﾙｯﾁｫは 、反 対派 3 0人を 処 刑した 。こ れを と

がめて ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈは 4月 1日息子 ﾈｰﾘに ｶｽﾄﾙｯﾁｫを捕らえ させ 、ﾙｯｶに向か った 。

ところ がその 留守 に ﾋﾟｰｻの反対 勢力 、特に ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺ伯 ｹﾞﾗﾙﾄﾞと富裕商 人の

リ ー ダ ー 、 ｺｼｪｯﾄ･ﾃ ﾞﾙ･ｺｯﾚが 中 心 と な っ て 4月 1 0日 民 衆 を 蜂 起 さ せ 、 市 の

門を閉 ざした 。反 乱の報 に ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈは ﾋﾟｰｻに取っ て返 すが入 城でき ず 、 ﾙ

ｯｶに戻 った 。し か し ﾙｯｶでも ﾋﾟｰｻの支 配を快 く思わ ぬ市 民が反 乱し 、 ｶｽﾄﾙ

ｯﾁｫを解放 してい た 。それと 知ら ずに 帰 って きた ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈは逆に捕 らえら

れた 1 7。ｶｽﾄﾗｶｰﾆは しかし 彼を処 刑す ること なく亡 命す るにま かせ 、ｳｸﾞｯﾁ

ｫｰﾈは 各 地 を 転 々 と し 、 ｳﾞｪﾛｰﾅの ｶﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾃﾞｯﾗ･ｽｶｰﾗの も と で 傭 兵 隊 長

となっ た後 1 8、 1 3 1 9年 (1 1･1)ｳﾞｨﾁｪﾝﾂｧの ﾎﾟﾃﾞｽﾀとして 生涯 を終え た。  

 ﾋﾟｰｻで は 彼 の 後 ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺ伯 ｹﾞﾗﾙﾄﾞが ｼﾆｫｰﾚと な り 、 富 裕 商 人 や 企 業 家 が

市政に 戻り、 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ政治が 行われ た 。彼の治 世の 間、市は ﾌｨﾚﾝﾂｪ･ﾙｯ ｶ･

ｼｪｰﾅ･ﾅｰ ﾎﾟﾘら 諸 都 市 と も 良 好 な 関 係 に あ り 、 束 の 間 の 平 和 と 安 定 を 味 わ

う 。 経 済 も 回 復 し 、 陸 上 力 が 増 し た 。 ｴﾙﾊﾞ島 ・ ﾄｽｶｰﾅ諸 島 ・ ｻﾙﾃﾞｰﾆｧ島 の

商業支 配も実 質的 にはま だ ﾋﾟｰｻ人の 手にあ った。  

 とこ ろが ｹﾞﾗﾙﾄﾞは 1 3 2 0年 ( 5･1)若く して死 亡し 1 9、代 わ って ｼﾆｫｰﾚとなっ

た叔父 の ﾗﾆｪｰﾘは内 政・外交と も能 力 を欠い た。市に 戻 ってき た貴族 や市

民 が そ の 専 制 に 敵 対 し た が 、 彼 は ﾃﾞｨﾌｪﾝｿｰﾚ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛを 名 乗 っ て 、 こ

れを弾 圧した 。  

 一方 ﾙｯｶを解放 し 、 ｼﾆｫｰﾚとなっ て勢 いに 乗 る ｶｽﾄﾙｯﾁｫ･ｶｽﾄﾗｶｰﾆは、 ﾐﾗｰﾉ

の ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨと ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ都 市 の 支 援 を 得 て 激 し く ﾌｨﾚﾝﾂｪに 戦 い を 挑 み 、 ま

たたく 間に ｴﾝﾎﾟﾘま で征服 し、さ らに ｻﾝﾀ･ﾏﾘｰｱ･ｲﾝ･ﾓﾝﾃ､ﾙﾆｼﾞｧｰﾅ､ｶﾞﾙﾌｧﾆｧｰ

ﾅと 陥 落 さ せ 、 か く て ｢ｲﾀﾘｱ一 恐 れ ら れ る 男 ｣と な っ て い た 。 ﾋﾟｰｻの ﾗﾆｪｰﾘ

とは、 ｶｽﾄﾙｯﾁｫが ﾌｨﾚﾝﾂｪを攻撃し たと きには 支援し て友 好関係 にあっ たが 、

彼 が 市 の ｼﾆｫｰﾚの 座 を 狙 う に 及 ん で 破 れ た 。 ｶｽﾄﾙｯﾁｫは 城 門 近 く ま で 攻 め

込んで きた。  

 市に はそれ より はるか に重大 な危 機が迫 りつつ あた った。ﾋﾟｰｻが ﾙｯｶに

脅 か さ れ て い る の を 見 て 、 ｱﾗｺﾞﾝは 好 機 到 来 と み な し 、 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧの 権 利 を

主 張 し て き た 。 市 は ま ず 教 皇 ｼﾞｫｳﾞｧﾝ ﾆ 2 2世 に 訴 え た が 、 取 り 合 っ て も ら

え ず 、 ｱﾝｼﾞｭｰも ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ都 市 ﾋﾟｰｻを 支 持 し な か っ た 。 市 は も は や 、 海 外

領土を 守るだ けの 強力な 艦隊を 有し なかっ たし、ｼﾞｪﾉｳﾞｧに頼 ること もで

きなか った。 ｼﾞｪﾉｳﾞｧでは、両派 の争 いの末、 ｸﾞｪﾙﾌｨが勝利し て ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛ

ﾍﾞﾙﾄ王に ｼﾆｫﾘｰｱを提供し ていた 。  
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 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧは、前世 紀以来 ほぼ全 島 が ﾋﾟｰｻの支配 下に入 っ ており 、 ｶﾘｧﾘは

ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺ、 ｶﾞｯﾙｰﾗは ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ、 ｱﾙﾎﾞﾚｰｱは ﾀﾞ･ｶﾌﾟﾗｨ ｱと、い ずれも 市の有 力

門 閥 の 支 配 下 に あ り 、 ﾄｯﾚｽだ け が ｼﾞｪﾉｳﾞｧの ﾄﾞｰﾘｧ家 の 下 に あ っ た 。 し か

し ｱﾙﾎﾞﾚｰｱは 、 1 2 9 7年 国 主 ﾏﾘｧｰﾉ･ﾀﾞ･ｶﾌﾟﾗｨｱの 死 後 相 続 争 い が あ り 、 結 局

そ の 二 番 目 の 妻 の 子 ｳｺﾞｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾊﾞｳの 手 に 移 っ て い た が 、 ﾋﾟｰｻは ｳｺﾞｰﾈが

庶子で あるこ とか らその 継承に 異議 をはさ み、 1万 ﾌｨｫﾘｰﾆの支 払いを 要求

し て い た 。 そ こ で ｳｺﾞｰﾈは 、 ｻﾙﾃﾞｰ ﾆｧに お け る ﾋﾟｰｻの 支 配 に 対 す る 島 民 の

不満と 反感を 背景 に 1 32 3年 4月 1 1日反 乱を起 こし、千人 に上る ﾋﾟｰｻ人を虐

殺し、 同時に ｱﾗｺﾞﾝ王に支 援を求 めた 。  

 そこ で ｱﾗｺﾞﾝは、教皇と ｼﾞｪﾉｳﾞｧ･ﾌｨﾚﾝﾂｪほか ｸﾞｪﾙﾌｨ都市 の支持 を取り 付

けた後 、 5月 1 5日直 ちに 3隻の ｶﾞﾚｰ船に 80 0人の兵 を派遣 し 、翌 月には 2 4才

の 王 子 ｱﾙﾌ ｫﾝ ｿ率 い る 3 0 0隻 1万 人 か ら な る ｽﾍﾟｲ ﾝ艦 隊 も 大 挙 し て 押 し 寄 せ

た。  

 ｻﾙﾃﾞｰﾆｧを失う こ とは 、 ﾋﾟｰｻにと っ て富と 商業の 終わ りを意 味した 。市

は乏し い財政 の中 総力を 挙げ て 準備 し、翌 1 3 2 4年 1月末 40隻の ｶﾞﾚｰ船 で出

動、 3月 1日 ｻﾝﾀ･ｼﾞｯﾗで合戦し たが、今 や ｱﾗｺﾞﾝの敵では な く、簡単 に蹴 散

ら さ れ て 終 わ っ た 。 中 央 集 権 国 家 の 前 に 、 小 都 市 国 家 の 時 代 は も は や 過

ぎてい た。 6月 2 0日 降伏。  

 和平 条約で は、ｻﾙﾃﾞｰﾆｧと ｺﾙｼｶに有 してい たすべ ての 領土と 権利を ｱﾗｺﾞ

ﾝに譲らね ばなら な かった 。 ｶﾘｧﾘだけ が封土 として 市に 残され たが 、翌 年

にはこ れも失 った 。か くて ﾋﾟｰｻは、 2世紀に わたっ て保 有して きた富 と力

の源を 失った 。そ の喪失 は 4 0年前の ﾒﾛｰﾘｧの敗戦に 劣ら ず大き なもの だ っ

た 。 こ う し て 孤 立 し た ﾋﾟｰｻは 、 ﾙｯｶの ｶｽ ﾄﾙｯﾁｫ･ｶｽﾄﾗｶｰﾆの 脅 威 と 、 こ の 危

機 を 利 用 し て 市 の ｼﾆｫ ﾘｰ ｱを 狙 う ｱﾝｼ ﾞ ｭｰの ﾛﾍ ﾞ ﾙﾄの 攻 勢 を 受 け る こ と と な

った。  

 加 え て 1 3 2 6年 末 に は 実 質 的 に ｼﾆｫｰﾚだ っ た ﾗﾆｪｰﾘが 死 亡 し 、 市 は 無 秩 序

状 態 と な る 。 ｸﾞｪﾙﾌｨ都 市 は ﾋﾟｰｻを 同 盟 に 引 き 込 も う と し 、 ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛﾍﾞﾙﾄ

は ﾋﾟｰｻを ｼﾞｪﾉｳﾞｧの 下 に 組 み 入 れ る べ く 船 団 を 派 遣 し て き た 。 ﾛﾍﾞﾙﾄの 息
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子 の ｶﾗｰﾌﾞﾘｧ公 ｶﾙﾛが ｼﾆｫｰﾚと な っ て い た ( 1 3 2 6･7･3 0 )ﾌｨﾚﾝﾂｪは 、 ﾋﾟｰｻを ﾙｯｶ

に敵対 させて ｶｽﾄﾙｯﾁｫの攻 勢をか わそ うとし た。市内 で も一部 貴族 、特 に

ﾗﾝﾌﾗﾝｷ家を中 心に ｶｽﾄﾙｯﾁｫと結ぼ うと する動 きが絶 えず あった。今回 はそ

の首謀 者 ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾏﾚﾌﾟﾗが捕らえ られ て、処 刑され た。  

 1 3 2 7年 に 入 る と 、 ｵｰｽﾄﾘ ｱの ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋに 勝 利 し た ﾊﾞｲｴﾙﾝの ﾙｰﾄｳﾞｨﾋが ｲﾀﾘｱ

遠 征 を 決 定 し た 。 5月 3 1日 ﾐﾗｰﾉで 、 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆの 武 人 と し て 名 高 い ｱﾚｯﾂｫ司

教 ｸﾞｨｰﾄﾞ･ﾀﾙﾗｰﾃｨ･ﾀﾞ･ﾋﾟｪﾄﾗﾏｰﾗの手か ら ｲﾀﾘｱ王に戴 冠。ﾎﾟﾝﾄﾚｰﾓﾘで ﾌｨﾚﾝﾂ ｪ

軍 を 破 り 、 ﾋﾟｰｻに 陣 を 構 え る と 通 知 し て き た 。 市 は ﾙｯｶの ｶｽﾄﾙｯﾁｫを 刺 激

す る こ と を 恐 れ 、 金 子 を 送 っ て こ れ を 断 っ た 。 「 帝 国 都 市 」 ﾋﾟｰｻが 初 め

て皇帝 に反旗 を翻 したこ とにな る 。市政府 は今や 商工 階層の 手にあ り 、 ｻ

ﾙﾃﾞｰﾆｧを 失 っ た 今 と な っ て は 、 帝 国 の 権 威 と 庇 護 よ り も ﾌｨﾚﾝﾂｪや ｱﾝｼﾞｭｰ

との関 係のほ うが 大切だ った。  

 それ にはお 構い なく皇 帝は領 内に 軍を進 め、市の 使 者を捕 らえた 上 、 1

カ 月 以 上 に わ た っ て 城 壁 の 外 に 軍 を 展 開 し て 包 囲 し た 。 そ し て 1 0月 1 1日

入城し た。皇帝 は 旧来の 特権は 全て 追認し たが 、市 は 7万 ﾌｨｫﾘｰﾆという大

金を払 わなけ れば ならな かっ た 。  

 ﾙｯｶの ｶｽﾄﾗｶｰﾆは 皇 帝 の ｲﾀﾘｱ入 り を 大 歓 迎 し 、 自 ら 軍 を 率 い て ﾋﾟｰｻ包 囲

に加わ った 。今 や 皇帝は 全てを ｶｽﾄﾙｯﾁｫ･ｶｽﾄﾗｶｰﾆに依存 してい た。皮肉 な

ことに 、「 ｲﾀﾘｱ随 一の帝 国都市 」は ﾙｯｶに取 って代 わ ら れてい た。皇帝は

ｶｽﾄﾗｶｰﾆを ﾙｯｶ、 ﾋﾟｽﾄｲｱ、 ﾙｰﾆ､ｳﾞｫﾙﾃｯﾗの 公 の み な ら ず ﾛｰﾏの ｾﾅﾄｰﾚ、 ﾗﾃﾗｰﾉ

公 、 皇 帝 の 鷲 の 紋 章 の ｺﾞﾝﾌｧﾛﾆｪ ｰﾚ（ 旗 手 ） に 叙 任 し 、 し か も 総 代 理 と し

て皇帝 と同じ 権限 をもた せた。し かし 、ﾋﾟｰｻは与 えな かっ た。翌 1 3 2 8年 ( 1･

7 )ｶｽﾄﾙｯﾁｫに 伴わ れ て ｱｳﾚﾘｧ街 道を ﾛｰﾏに入 っ た皇 帝 は、 ｱｳﾞｨﾆｮﾝにい る ﾖﾊﾝ

ﾈｽ2 1世 に 対 し て 自 ら の 手 で 立 て た 対 立 教 皇 ﾆｺﾗｳｽ5世 (ﾌ ﾗ ﾝﾁｪｽ ｺ会 士 ﾋﾟｪﾄﾛ･

ﾀﾞ･ｺﾙﾊﾞｰﾗ､13 2 8 -3 0)の手で 戴冠し た。  

 ﾛｰﾏか ら 戻 っ て き た ｶｽﾄﾙｯﾁｫの 支 配 下 に 置 か れ る こ と を 恐 れ た ﾋﾟｰｻは 、

皇帝に ｼﾆｫﾘｰｱを提 供した 。皇 帝も こ れを嘉 して 、代 理 ﾌｪﾃﾞﾘｰｺﾞ･ﾃﾞｨ･ｵｸﾃｨ

ﾝｹﾞﾝを派遣し てき た。とこ ろが それ を知っ た ｶｽﾄﾙｯﾁｫは 手勢を 率いて ﾋﾟｰｻ
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に 侵 攻 し て き 、 同 年 4月 2 9日 に は 2年 間 ﾋﾟｰｻの ｼﾆｫｰﾚた る こ と を 宣 言 し た 。

皇帝に は事後 承認 させ、皇 帝も 彼を ﾋﾟｰｻにおけ る自分 の 代理に 任命し た。

ﾄﾞｩｫｰﾓで そ の 式 典 が あ り 、 つ い に ﾋﾟｰｻは こ の ﾙｯｶ人 の 支 配 下 に 置 か れ た 。

13年前 の ｳｸﾞｯﾁｫｰﾈのとき とちょ うど 立場が 逆転し たこ とにな る。  

 皇帝 は 8月 ﾛｰﾏを発って ﾌｨﾚﾝﾂｪに向 けて進 軍した が、ｼﾁｰﾘｧ艦隊が ｼﾞｪﾉｳﾞ

ｧ人 と と も に ｵﾙﾍﾞﾃｯﾛと ﾀﾗﾓｰﾈを 占 領 し た と の 報 に 、 ｸﾞﾛｯｾｰﾄに 向 き を 代 え

た。この 機会 に ﾌｨﾚﾝﾂｪに決戦 を挑も う として い た ｶｽﾄﾗｶｰﾆは当て が外れ た。

そして 思いが け な くも 9月 3日急 死し た、4 7歳だ った 2 0。皇帝は 9月 2 1日 ﾛｰﾏ

か ら ﾋﾟｰｻに 戻 り 、 1 0月 ﾙｯｶに 向 か い 、 父 の 権 利 を 主 張 す る ｶｽﾄﾙｯﾁｫの 遺 児

たちに 反対す る暴 動を鎮 め、長男 ｱｯﾘｰｺﾞに ﾙｯｶの支配権 を認め た。 ﾋﾟｰｻと

ﾋﾟｽﾄｲｱは自分 が継 いだ。  

 1 32 9年初め には 、前年皇 帝に よっ てたて られた 対立 教皇 ﾆｺﾗｳｽ 5世が ﾋﾟｰ

ｻに 亡 命 し て き 、 こ れ を 受 け 入 れ た た め 市 は ｱｳﾞｨﾆｮﾝに い る 教 皇 か ら 破 門

さ れ た 。 7カ 月 滞 在 し て そ の 年 の 4月 皇 帝 は ﾄﾞｲﾂに 向 か っ て 去 っ た 。 ﾋﾟｰｻ

に と っ て 皇 帝 の お 越 し は 、 も は や 迷 惑 を 越 え た 災 厄 と な っ て い た 。 皇 帝

は帰路 に ﾊﾟｳﾞｨｰｱは 征服し たが、 ﾐﾗｰﾉを陥と すこと はで きなか った。  

 2年間に 渡って 滞 在した 皇帝が 去る とたち まち混 乱が 始まり、その 代理

ﾀﾙﾗｰﾃｨが追放 され、ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺ伯 ﾌｧｰﾂｨｫ (ﾎﾞﾆﾌｧｰﾂｨｫ )が ｶﾋﾟﾀｰﾉとなった。一方

ま だ 市 に 留 ま っ て い た ﾏﾙｺ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ指 揮 下 の 8 0 0人 の ﾄﾞｲﾂ騎 士 傭 兵 団 は 、

ﾙｯｶを占領 した 。し かしそ の処置 に困 って 、彼ら はこ れ を ﾋﾟｰｻか ﾌｨﾚﾝﾂｪに

売 ろ う と し た 。 両 市 が 牽 制 し 合 っ て い る 間 に 、 結 局 8月 1 2日 ｼﾞｪﾉｳﾞｧの 亡

命者 ｹﾞﾗﾙﾄﾞ･ｽﾋﾟｰﾉﾗが買い 取った 。わ ずか 3万 ﾌｨｫﾘｰﾆだっ たと言 われる 。  

 新た に ｼﾆｫｰﾚとな った ﾌｧｰﾂｨｵはよく 統治し 、市 には ｸﾞｪﾙﾌｨが戻り 、元 の

政府に 戻った 。そ のこと と、対立 教 皇を ｱｳﾞｨﾆｮﾝに送っ たこと で市は 破門

を解か れた 。 ﾄｽｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨ都市との 戦争を 避け 、唯 一 ﾏｯｻをめ ぐって ｼｪｰ

ﾅと 争 っ た ( 1 3 3 2･1 2 - 3 3･9 )だ け だ っ た 。 商 業 も 振 興 し 、 市 の 都 市 機 構 も 整

備 し た 。 彼 の 功 績 の 一 つ に ﾋﾟｰｻ大 学 の 設 置 が あ る 。 1 2世 紀 頃 生 ま れ た 小

さな ｽｸｫｰﾗ (学院 )を 1 33 8年に ﾎﾞﾛｰﾆｧから 教授を 招いて 大学 にした もので、1

34 3年 ( 9･3)ｸﾚﾒﾝｽ6世によっ て認可 され た 2 1。しかし ﾌｧｰﾂｨｵはその 前 1 3 40年 1

2月 22日に 4 3歳と 若 くして 死亡し た。  

 一方、ｶｽﾄﾙｯﾁｫの とき繁 栄の頂 点を 極め ﾌｨﾚﾝﾂｪと争う までと なって いた

のが、自 由を 失い 売買の 対象と なっ た ﾙｯｶの運 命は悲 惨 だった。まず 、 ｼﾆ

ｫｰﾚとなっ た ｽﾋﾟｰﾉﾗはこれ を、皇 帝 ﾊｲﾝﾘﾋ 7世の子 の ﾎﾞﾍﾐｱ王にし て ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙ

ｸﾞ公 ﾖﾊﾝと そ の 子 ｶｰﾙに 6万 ﾌｨｫﾘｰﾆで 売 っ た 。 ﾖﾊﾝら は 代 理 を 残 し て す ぐ 去
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っ た が 、 ｶｽﾄﾙｯﾁｫの 子 ｴﾝﾘｰｺ･ｲﾝﾃﾙﾐﾈｯﾘが ﾙｯｶに 戻 っ て き た と の 知 ら せ に 急

い で ﾙｯｶに来 た り 、 1 3 3 3年 ( 1 0･3 ) 3万 5千 ﾌｨｫﾘｰﾆで ﾊﾟﾙﾏの ﾋﾟｪﾄﾛと ﾏﾙｼｰﾘｫと ﾛ

ﾗﾝﾄﾞ･ﾛｯｼに た た き 売 っ た 。 2年 後 ( 1 3 3 5･1 1･1 5 )彼 ら は さ ら に そ れ を ｳﾞｪﾛｰﾅ

の ﾏｽﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｯﾗ･ｽｶｰﾗに 売 り 払 い 、 1 3 4 1年 ( 9･2 4 )に は ﾏｽﾃｨｰﾉは 今 度 は ﾌｨﾚﾝﾂ

ｪに転売し ていた 。  

 こ の 頃 ﾋﾟｰｻで は 伝 統 的 な ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆと ｸﾞｪﾙﾌｨの 党 派 は 、 帝 国 か ら ﾌｨ ﾚﾝﾂｪ

へとい う対外 関係 の主軸 の移動 にと もなっ て、ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨ  Ras pa n t i  と ﾍﾞﾙｺﾞ

ﾘｰﾆ  Be r g o l i n i  と い う 新 た な 党 派 に 代 わ っ て い た 2 2。 前 者 が 企 業 家 を 中 心

と す る 旧 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆで あ り 、 後 者 は 商 人 を 中 心 と す る 旧 ｸﾞｪﾙﾌｨで あ っ て 、

その分 裂の基 は ﾌｨﾚﾝﾂｪとの結 びつき に あった。ｸﾞｪﾙﾌｨの ﾎﾞﾆﾌｧｰﾂｨｵ政府に

対 し て 、 ﾗﾝﾌﾗﾝｷ､ｶﾞｴﾀｰﾆ､ｼﾞｽﾞﾓﾝﾃﾞｨ､ｸﾞｧﾗﾝｷ等 の ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ貴 族 が 対 立 し て

いた。 この頃 の後 者のリ ーダー は ﾏｯｶｨｫｰﾅ･ﾃﾞｨ･ﾗﾝﾌﾗﾝｷだ った。  

 基 本 的 に は ﾌｨﾚﾝﾂｪが 内 陸 産 業 都 市 で あ っ た の に 対 し て 、 衰 え た り と は

い え ﾋﾟｰｻは な お 海 洋 商 業 都 市 で あ っ た 。 そ し て ﾋﾟｰｻの 収 入 源 は 仲 介 貿 易

と関税 と商品 流通 の通行 税にあ り、ﾌｨﾚﾝﾂｪが ﾙｯｶを手に 入れる ことは 海へ

の 出 口 を 得 る こ と を 意 味 し 、 ﾋﾟｰｻは そ の 収 入 を 大 き く 失 う こ と は 明 ら か

だった 。  

 そ ん な 1 3 4 1年 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪが ﾙｯｶを 1 8 (ま た は 2 5 )万 ﾌｨｫﾘｰﾆで 買 っ た こ と が 分

かった 。羊 毛業 者 を中心 とする 産業 家から なる ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨは、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ産品 が

ﾙｯｶに 出 回 る こ と を 恐 れ 、 商 人 や ﾌｨﾚﾝﾂ ｪ商 品 の 輸 出 業 者 を 中 心 と す る ﾍﾞﾙ

ｺﾞﾘｰﾆは 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪが ﾙｯｶの ﾓﾄﾛｰﾈ港を使 うこと を恐れ た 。こうし て両派 は利

害が一 致した 。 ｶｽﾄﾙｯﾁｫの子 ｴﾝﾘｰｺ他も ﾙｯｶの権利 を主張 し て、 ﾋﾟｰｻ軍に合

流した 。  

 そ こ で ﾋﾟｰｻは ﾌｨﾚﾝﾂｪに 先 ん じ て ﾙｯｶ領 に 侵 攻 し 、 ﾙｷｰﾉ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ ( 1 3 3 9 - 4

9)の ﾐﾗｰﾉと ﾙｨｰｼﾞ･ｺﾞﾝﾂｧｰｶﾞ (1 3 28 -6 0)の ﾏﾝﾄｳﾞｧから の援軍 を 得て、1 0月 2日 ﾓ

ﾝﾃ･ｻﾝ･ｸｨﾘｺで ﾌｨﾚﾝﾂｪ軍 と 戦 っ て 勝 利 し 、 ﾙｯｶ市 を 包 囲 し た 。 翌 1 3 4 2年 3月

にも ﾌｨﾚﾝﾂｪは ﾅｰﾎﾟﾘの ﾛﾍﾞﾙﾄか ら派 遣 さ れて い た ｱﾃﾈ公 ﾌﾗﾝｽ人の ｺﾞｰﾁｪ (ｸﾞｧﾙ

ﾃｨｪｰﾘ )と傭 兵隊 長 ﾏﾗﾃｽﾀ･ﾀﾞ･ﾘｰﾐﾆとの もと に 5万の 兵 を集 め、 ﾙｯｶを 解放 す

べ く 押 し 寄 せ 、 ｾﾙｷｫ川 を は さ ん で 戦 っ た が 、 大 雨 の た め こ れ を 渡 る こ と

はでき なかっ た 。結局 1 3 4 2年 10月 2日 ﾙｯｶは降伏 し、市内 にいた ﾏｽﾃｨｰﾉと ﾌ

ｨﾚﾝﾂｪ兵は 去り 、ﾙｯｶはとう とう ﾋﾟｰｻの手に帰 した 。ﾌｨﾚﾝﾂｪとの条 約 ( 13 4 3･
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1 1･1 5)は 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪが ﾏｽﾃｨｰﾉに 払っ て いた 代 金 1 0万 ﾌｨｫﾘｰﾆを、 ﾋﾟｰｻが ﾌｨﾚﾝﾂ

ｪに 1 4年 間 で 返 す こ と だ っ た 。 ﾋﾟｰｻは そ れ を ﾙｯｶか ら 取 り 立 て る こ と に し

た。  

 ﾋﾟｰｻのこの 勝利 は、ﾐﾗｰﾉの ﾙｷｰﾉ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨから派 遣さ れその 甥 ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ

の指揮 の下に 戦っ た 1千騎に よると こ ろが大 きかっ た 。しかも それは 、 ﾐﾗ

ｰﾉによ る ﾄｽｶｰﾅへの 最初の 本格的 な介 入を意 味した 。以 後 ﾄｽｶｰﾅは、こ の ﾌ

ｨﾚﾝﾂｪと ﾐﾗｰﾉという 二大強 国の争 いの 舞台と なり、その 中で ﾋﾟｰｻも翻弄さ

れ最後 には消 えて ゆくこ とにな る。  

 とこ ろがこ の ﾙｯｶ戦争で、その 指揮 官 ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨが 捕 われて ﾌｨﾚ

ﾝﾂｪに連れ 去られ て いた 。和平 が な る ととも に彼は 解放 され 、 ﾋﾟｰｻに戻 っ

て 歓 迎 さ れ た が 、 同 時 に ｼﾆｫｰﾚの 座 を 狙 い 始 め 、 ｶｽﾄﾙｯﾁｫの 遺 児 ら と と も

に 陰 謀 を 巡 ら せ た が 、 そ れ が 露 見 し て 追 放 さ れ た 。 彼 は ﾐﾗｰﾉに 亡 命 し 、

叔父の ﾙｷｰﾉ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨに訴 えた。その ため ﾙｷｰﾉは ﾋﾟｰｻに向けて 兵を動 かし

た。 ﾐﾗｰﾉは ﾄｽｶｰﾅへ の介入 を深め 、 1 3 4 4年 4月 ﾙﾆｼﾞｧｰﾅに侵 攻し、近 郊 ｺﾝﾀｰ

ﾄﾞを荒らし たが 2 3、 マラリ アの ため も あって 退却 した 。 翌 1 3 4 5年 ( 5･1 7)ﾏﾝ

ﾄｳﾞｧの ｺﾞﾝﾂｧｰｶﾞの調停で 和平が なり 、結局 ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨは金 貨 8万 ﾌｨｫﾘｰﾆの支

払 と 交 換 に ﾏｯｻ､ｶｯﾗ ｰﾗ､ﾋﾟ ｴﾄﾗｻﾝﾀら 占 領 し て い た 全 て の 領 地 を ﾋﾟｰｻに 返 し

た。  

 1 34 8年、ペス ト はもち ろん ﾋﾟｰｻにもやっ てきた 。 1月 ﾚｳﾞｧﾝﾃから商 品を

積 ん で き た 2隻 の ｶﾞﾚｰ船 が ｱﾙﾉ河 口 に 泊 ま り 、 そ れ と 接 触 し た 者 は 直 ち に

死 に 、 そ の 死 者 に 触 れ た 者 も す ぐ に 死 ん だ 。 5月 ま で 続 き 、 日 に 5 0 0人 、

人 口 の 7 0ﾊﾟｰｾﾝﾄ3万 人 が 死 亡 し た と 言 わ れ る 2 4。 こ の 疫 病 で 、 ｾﾅｰﾄに 後 見

さ れ て ｼﾆｫｰﾚの 座 に あ っ た ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺ伯 ﾘﾆｪｰ ﾘ･ｹﾞﾗﾙﾃﾞｽｶが 若 く し て 亡 く な っ

た。かくて ﾋﾟｰｻ史 の主役 だった ｹﾞﾗﾙﾃﾞｽｷ一門は 姿を消 し 、新 興貴族 ｶﾞﾝﾊﾞ

ｺﾙﾀが上昇 してく る 。  

 その 死によ り 、 ﾃｨﾇｯﾁｫと ﾃﾞｨｰﾉ･ﾛｯｶをリー ダーと する ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨと、 ｱﾝﾄﾞﾚ

ｰｱ･ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨに 率 い ら れ た ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆの 党 派 争 い は は さ ら に 激 し さ を 増 し 、

あらゆ るとこ ろで 衝突 、特に 夜陰 に まぎれ て襲撃 し合 った 。 1 3 47年 1 2月 2

4日 に ｷﾝｼｶ区 で 大 き な 衝 突 が 起 こ り 、 武 装 し た ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆ側 が 対 岸 の ﾛｯｶ家

を襲っ て放火 し、ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨ寄りだ っ た ｶﾋﾟﾀｰﾉも追 放して 市 政を乗 っ取っ た。

以後の ﾋﾟｰｻ史は、 ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨ一門を中 心とし て動い てゆ くこと になる 。  
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 ﾅｰﾎﾟﾘで は 1 3 4 3年 ﾛﾍﾞﾙﾄ王 の 死 後 、 ﾊﾝｶﾞﾘｰ系 ｱﾝｼﾞｭｰ王 家 が 介 入 し て 激 し

い 相 続 争 い が 展 開 さ れ 、 結 局 孫 の ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾅ ( 1 3 4 3 - 8 1 )が 女 王 と な っ て い た

が、その 勢力 の弱 まりは 隠せな かっ た。 1 3 51年に は、侍従長 だった ﾌｨﾚﾝﾂ

ｪ商 人 ﾆｯｺﾛ･ｱｯﾁｧｨｩｵｰﾘの 勧 め で 、 ﾌﾟﾗｰﾄを わ ず か 1万 5千 ﾌｨｫﾘｰﾆで ﾌｨﾚﾝﾂｪに

売った。 ﾌﾟﾗｰﾄは、 13 1 2年に ﾊｲﾝﾘﾋ7世が南下 してき た折 り、 ｱﾝｼﾞｭｰの保護

下に入 ってい たも のだっ た。  

 こ れ に 対 し て 、 一 大 強 国 に 成 長 し て き た の が ｳﾞｨｽｺﾝﾃ ｨの ﾐﾗｰﾉで あ る 。

以後 ｲﾀﾘｱは、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ対 ﾐﾗｰﾉを対立軸 と して動 くこと にな る。この ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞ

ｨｰｱの中 心 都市 は 、 1 4世紀 始 め ｱｯﾂｫｰﾈ (ｶﾞﾚｱｯﾂｫと結 婚し た ﾆｰﾉの未 亡 人 ﾍﾞｱ

ﾄﾘｰﾁｪの 息 子 、 1 3 2 9 - 3 9 )の と き ﾍﾞﾙｶﾞﾓ･ﾌﾞﾚｰｼｧ･ｸﾚﾓｰﾅ･ﾛｰﾃﾞ ｨ･ﾋﾟｱﾁｪﾝﾂｧら北

伊 諸 市 を 支 配 下 に 置 き 、 次 の ﾙｷｰﾉ ( 1 3 3 9 - 4 9 )が さ ら に そ の 勢 力 を 拡 大 し て

い た 。 1 3 4 9年 ﾙｷｰﾉが 死 亡 し 、 大 司 教 だ っ た 兄 弟 の ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ ( 1 3 4 9 - 5 4 )が 後

継した。彼は まず 教会領 の ﾎﾞﾛｰﾆｧを落とし、中部 ｲﾀﾘｱへの進 出を狙 い、 ﾄ

ｽｶｰﾅに侵攻し て来 て ﾋﾟｽﾄｨｱと ﾌﾟﾗｰﾄを 占領し た。そし て 、対 ﾌｨﾚﾝﾂｪ戦の た

め ﾋﾟｰｻを 抱 き 込 も う と 使 節 を 送 っ て き た 。 ﾋﾟｰｻは 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪと の 関 係 が 壊

れるこ とを恐 れて いんぎ んに断 った ( 1 35 1年 )。この時 は ﾌｨﾚﾝﾂｪと ﾐﾗｰﾉは決

戦 に は い た ら ず 、 皇 帝 の 介 入 を 望 ま ぬ 教 皇 ｸﾚﾒﾝｽ 6世 の 調 停 で 両 市 は 和 平

を結び 、 ﾋﾟｰｻも中 立を認 められ た ( 1 35 3年 )。  

 一 方 帝 国 で は ﾙｰﾄｳﾞｨﾋの 死 ( 1 3 4 7･1 0･1 1 )後 、 帝 位 は 再 び ﾊｲﾝﾘﾋ7世 の 孫 で

ﾎﾞﾍﾐｱ王 ﾖﾊﾝの子 ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公 ｶｰﾙ4世 ( 1 34 7 - 78 )に移って いた 。介入 の機会 を

うかが ってい た皇 帝は 、新教 皇 ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ6世と 取り引 き し、 ﾛｰﾏで戴冠 し

たらす ぐ ﾄﾞｲﾂに戻 るとの 約束で 1 3 5 4年末南 下して きた 2 5。  

 1 35 5年 1月 6日 ｶｰﾙ4世は ﾐﾗｰﾉで ｲﾀﾘｱ王 となり、 1月 1 8日 に は ﾋﾟｰｻにやっ て

来 た 。 3月 に は ﾛｰﾏに 向 か い 、 途 中 立 ち 寄 っ た ｼｪｰﾅで は 、 1 2 8 7年 以 来 続 い

ていた ｸﾞｪﾙﾌｨの ｢ﾉｰｳﾞｪ｣ ( 9人 )体制を転 覆させ た ( 3･2 4) 2 6。4月 2日 ﾛｰﾏで ｵｽﾃｨ

ｧ枢機卿の 手で戴 冠 した後 、す ぐ 5月 5日 ﾋﾟｰｻに戻っ てき た。その間 に ﾗｽﾊﾟ

ﾝﾃｨは 、 ﾋﾟｰｻの ｼﾆｫｰﾚを 皇 帝 に 提 供 し て い た 。 彼 は 旧 来 の 特 権 は 全 て 追 認

したが 、一 方で は 市到着 以前に 、新 たに ｼﾆｫｰﾚとなっ た ｱﾝﾄﾞﾚｰｱの甥 ﾌﾗﾝﾁｪ

ｽｺの ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆ政府 と交わ してい た約 束を反 故にし て市 政に介 入し、ｱﾝﾂｨｧ

ｰﾆを 選 び 直 し た り 、 亡 命 し た ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨを 呼 び 戻 し た り 、 ﾙｯｶか ら の 贈 り 物
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を受け 取った り、 自兵で もって 要塞 を占領 したり した 。  

 戻 っ て き た ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨは 5月 2 0日 暴 動 を 起 こ し 、 川 を は さ ん で 北 岸 に 彼 ら

(指導者は ﾓﾝﾃｽｸﾀﾞｨｵ伯 ﾔｺﾎﾟ･ｲﾙ･ﾊﾟｯﾌｪｯﾀ )、南岸に ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆが陣取っ て戦い

となっ た。当 然 な がら 、皇 帝を 後ろ 楯とす る前者 が勝 利し、政 府は ﾗｽﾊﾟﾝ

ﾃｨの 手 に 移 っ た 。 ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨ側 は 、 「 我 ら か ら 自 由 と ﾙｯｶを 奪 う 皇 帝 を 殺

せ」と煽 った が勝 ち目は なかっ た。 ﾋﾟｪｰﾄﾛは追 放され 、首謀者 7人 が皇帝

によっ て処刑 され た。  

 この 動きに 力を 得た ﾙｯｶでは解放 要 求の暴 動とな った が、ﾋﾟｰｻは 兵 を送

って阻 止した 。皇 帝は、 ﾋﾟｰｻと ﾙｯｶの 事態が 一応治 まっ たのを みて、 ｸﾞｧﾙ

ﾃｨｪｰﾘ･ﾎｯﾎｼｭﾘｯﾂを皇帝代 理に任 命し 、各地か ら金 1 3万 ﾌｨｫﾘｰﾆを徴 収して 6

月 1 4日 ﾄﾞｲﾂに帰っ て行っ た 2 7。  

 1 3 4 0年 代 以 来 比 較 的 良 好 だ っ た 対 ﾌｨﾚ ﾝﾂ ｪ関 係 は ﾗｽﾊ ﾟ ﾝﾃ ｨ政 府 と な っ て

悪 化 し 、 各 地 で 衝 突 し た 。 ま た 、 通 関 税 を 上 げ た た め ﾌｨﾚﾝﾂｪは ﾋﾟｰｻ港 を

捨て 、 ｼｪｰﾅと交 渉 して ﾀﾗﾓｰﾈを使う こ とにし た。これ で ﾋﾟｰｻ港はさ らに衰

退 の 度 を 早 め た 。 ﾌｨﾚﾝﾂｪに 亡 命 し て い た ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆの 中 心 人 物 ﾋﾟ ｪｰﾄﾛ･ｶﾞﾝ

ﾊﾞｺﾙﾀは 、 そ の 支 援 の も と に 1 3 6 1･6 2年 亡 命 者 た ち と 8 0 0人 の ﾊﾝｶﾞﾘｰ兵 に 2

千 の 歩 兵 を 率 い て ﾋﾟｰｻ領 に 侵 攻 し た が 、 失 敗 に 帰 し た 。 そ の 時 戦 線 は 海

にも及 び、 ﾌｨﾚﾝﾂｪは ﾋﾟｰｻ港 に 攻 撃 を か け 、 そ の 鎖 を 奪 っ て 持 ち 帰 っ た 2 8。 

 1 36 3年始め 、 2回 目の ﾍﾟｽﾄが下火に なると ﾋﾟｰｻも反撃 を開始 し、各地 で

領 土 と 城 を 取 り 戻 し た 。 し か し 、 港 の 破 壊 と 通 関 税 の ス ト ッ プ に よ る 商

業 危 機 は ﾋﾟｰｻに 打 撃 を 与 え た 。 そ れ が 最 大 の 劣 勢 の 原 因 で あ る 傭 兵 の 数

の違い となっ て表 れた。  

 ﾛ ﾝ ﾊ ﾞ ﾙ ﾃ ﾞ ｨ ｰ ｱの 戦 場 で 活 躍 し て い た ｲｷﾞﾘｽ兵 を 主 体 と す る ｺﾝﾊﾟ ﾆｰ ｱ ･ ｸ ﾞ ﾗ ﾝ

ﾃﾞが 、この 頃 ﾄｽｶｰﾅに侵入 してき て各 地を荒 らして いた 。 ﾋﾟｰｻも最初は 金

を 払 っ て お 引 き 取 り 願 っ て い た が 2 9、 今 度 は ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯 麾 下 の ｲｷﾞﾘｽ兵 ｺﾝ

ﾊﾟﾆｰｱ･ﾋﾞｱﾝｶの 騎士 1 5 0 0､歩兵 2千を 金 貨 4万 ﾌﾛﾘﾝで 4カ 月 雇い 、 1 3 6 3年 ( 7･2

2 )総 計 5千 の 兵 で ﾌｨﾚﾝﾂｪ領 内 に 侵 攻 し 、 ﾋﾟｽﾄｲｱ、 ﾌﾟﾗｰﾄを 通 っ て 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ

城壁 の 下 (ｵｨﾝﾆ･ｻﾝﾄ門） で ﾊﾟﾘｫを 催し 、貨 幣 を 鋳造 し 、 矢を 射 か けて 相手

を 侮 辱 し た 。 こ の 時 は 、 や は り ペ ス ト で 衰 え た ﾌｨﾚﾝﾂｪか ら の 反 撃 は な か

った 。その 後も 毎 日のご とく ｲｷﾞﾘｽ兵 が出撃 したが 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪの城壁 を破る

までに は至ら なか った 。翌 1 3 6 4年に はさら に 6カ月契 約 を延長 し、 ﾄﾞｲﾂの

ﾎﾞﾝｶﾞﾙﾄﾞ (ﾎﾞﾝｶﾞﾙﾃﾝ )傭 兵 団 を 雇 い 、 計 9千 と な っ た 。 そ の 指 揮 を 取 っ た の
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が、 ｱｸｰﾄこと有名 な ｼﾞｮﾝ･ﾎｰｸｩｯﾄﾞだった。  

 ﾌｨﾚﾝﾂｪの 指 揮 官 だ っ た ｴﾝﾘｰｺ･ﾃﾞｨ･ﾓ ﾝﾌｫﾙﾃは 、 形 勢 不 利 と 見 て ワ イ ン の

代 わ り に 金 貨 1 4万 ﾌｨｫﾘｰﾆを 瓶 に 入 れ て 贈 り 、 傭 兵 た ち を 寝 返 ら せ た 。 裏

切らな かった のは ﾎｰｸｩｯﾄﾞ配下の 千人 だけだ ったと いわ れる。こ れで 形勢

は 一 気 に 逆 転 し 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪ軍 は ﾋﾟｰｻ領 に 攻 め 入 っ て 各 地 を 荒 ら し 、 ﾘｳﾞｫﾙﾉ

ま で 侵 攻 し 、 ｱﾙﾉ河 口 の ｻﾝ･ﾋﾟｪｰﾛ･ｱ･ｸﾞ ﾗｰﾄﾞで ﾊﾟﾘｫを 催 し て 仕 返 し た 。 こ

の 時 も ﾎｰｸｩｯﾄﾞら の 活 躍 で 何 と か 防 衛 し 、 夏 8月 8日 に は ｱｳﾞｨﾆｮﾝに い る 教

皇 ｳﾙﾊﾞﾇｽ5世の調 停 で休戦 を結ん だ。  

 この 敗戦と 商業 危機の 責任を 問わ れた ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨは内政 改革を 行い、リー

ダ ー の ｼﾞｫｳﾞｧﾝ ﾆ ･ ﾃ ﾞ ｯ ﾗ ･ ｱ ﾆ ｪ ｯ ﾛは 、 共 和 国 か ら ｳﾞｪﾈｰﾂｨ ｱに な ら っ た ﾄﾞｶﾞ ｰﾄ

（総督 制）へ の移 行を提 案した 。が 、 ｱﾝﾂｨｧｰﾆ評 議会 に 受け入 れられ なか

ったた め、 1 3 6 4年 8月 1 2日彼は武 力を もって 実行 、政 庁 を占拠 して自 ら ﾄﾞ

ｰｼﾞｪの 位 に 就 い た 。 ﾌｨﾚﾝﾂｪと は 占 領 地 と 捕 虜 の 交 換 を 実 現 し 、 そ の う え

通 行 税 も 半 額 に 減 じ た が 、 同 市 は も は や ﾋﾟｰｻ港 を 使 う こ と は な く 、 そ の

うえ ﾋﾟｰｻは 10年で 1 0万 ﾌﾛﾘﾝの賠償を 支 払わな ければ なら なかっ た。  

 1 3 6 7年 春 、 急 速 に 勢 力 を 拡 大 す る ﾍﾞﾙﾅﾎﾞ ( 1 3 5 4 -8 5 )と ｶﾞﾚｱｯﾂｫ ( 1 3 5 4 -7 8 )･

ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨの ﾐﾗｰﾉに 対 抗 す る た め 、 教 皇 と 皇 帝 が ｲﾀﾘｱで 会 合 す る と の 話 が

あ っ た が 、 ｶｰﾙ4世 は 来 な か っ た 。 一 方 ｳﾙﾊﾞﾇｽ 5世 は 、 ｼｪｰﾅの 聖 女 ｶﾃﾘｰﾅの

願いに も応え て、いよい よ ﾌﾗﾝｽを引 き払っ て ﾛｰﾏに帰還 するこ とにな った

3 0。 4月 ｱｳﾞｨﾆｮﾝを発 ち、ｼﾞｪﾉｳﾞｧそし て 5月 28日 ﾋﾟｰｻ港に着 いた。こ の時 は

市も ｶﾞﾚｰ船と ｶﾞﾚｵﾝ船各 1隻を 派遣し て 迎えた。が、教皇 は市に は来ず 、 ﾘ

ｳﾞｫﾙﾉから 2千 騎に 伴われ て ｺﾙﾈｰﾄ、 ｳﾞｨﾃﾙﾎﾞへと 通過し て いった 。 7月に 結

ばれた 両者に ﾅｰﾎﾟﾘも加え た反 ﾐﾗｰﾉ同盟には、ﾌｨﾚﾝﾂｪと ﾋﾟｰｻは加わ らなか

った。  

 翌 1 3 6 8年春にな って、ｶｰﾙ4世は教皇 の招き で南下 して きた。旅 費は、ﾋﾟ

ｰｻから 自由に なり たい ﾙｯｶが 1 4万 ﾌﾛﾘﾝを提供 した。ﾋﾟｰｻの ﾄﾞｰｼﾞｪ･ｱﾆｪｯﾛは、

ﾐﾗｰﾉの ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨとは金で 和平を 買い 、皇帝に は予 め使 者を遣 って ﾙｯｶの ｼﾆ

ｫﾘｰｱを 提 供 し た 。 こ れ に 満 足 し た 皇 帝 は ｱﾆｪｯﾛを ﾋﾟｰｻの ｼﾆｫｰﾚと し 、 ﾋﾟｰｻ
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と ﾙｯｶの皇 帝代理 に 任命し た ( 8･2 5)。  

 とこ ろが、 9月 5日まず ﾙｯｶ入りし た 皇帝は ﾙｯｶ人の訴 え を聞き 入れて ﾋﾟｰ

ｻ軍 を 要 塞 か ら 撤 退 さ せ 、 同 行 し て い た ｱﾆｪｯﾛを 免 職 し た 。 し か も た ま た

ま そ の 日 ｱﾆｪ ｯ ﾛの 宿 舎 に な っ て い た 館 に 民 衆 が 押 し 掛 け て き た た め 建 物

が 壊 れ 、 彼 は バ ル コ ニ ー か ら 落 ち て 足 を 折 っ た 。 そ の ニ ュ ー ス に 、 日 頃

の 彼 の 傲 慢 と 専 横 を 憎 ん で い た ﾋﾟｰｻ市 民 は 暴 動 を 起 こ し 、 9月 8日 大 評 議

会は ﾄﾞｰｼﾞｪの廃位 と追放 を決定 、 ｺﾑｰﾈ政府の回 復を宣 言 した 。新た に ｱﾝﾂ

ｨｧｰﾆが選ばれ 、か くて ﾋﾟｰｻは再び共 和国と なった 。 ｱﾆｪｯﾛは結 局 4年間 ﾄﾞｰ

ｼﾞｪの位に あった こ とにな り、最 初は 減税や ワイン の値 下げな どで人 気取

りをし 、外 では ﾌｨﾚﾝﾂｪと ﾐﾗｰﾉと友好 関 係を保 っ たが 、任 期 1年だっ たのを

終身に し、独 裁を 敷いて 人気を 失っ た。さし ずめ 、 ﾋﾟｰｻの ｺｰﾗ･ﾃﾞｨ･ﾘｪﾝﾂｫ

(ﾛｰﾏ : 1 3 4 7年 5 -12月 )という ところ であ ろうか 。  

 ｶｰﾙ4世は 1 0月 3日 ﾋﾟｰｻに入り、ｱﾝﾂｨｧｰﾆ評議 会と内 政立 て直し を協議 し、

この間 に両派 の調 停団が 結成さ れて、ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆの帰国に 同意し た。最初 ｶﾞ

ﾝﾊﾞｺﾙﾃｨ一族は排 除 された が、その 勢 力を無 視する こと はでき ず、皇帝 に

直訴し て追放 の撤 回を求 めた。  

 一 門 の 頭 だ っ た ﾋﾟｪｰﾄﾛは 1万 2千 ﾌﾛﾘﾝ払 っ て 許 し を 得 、 弟 の ｹﾞﾗﾙﾄﾞと 二

人の息 子とと もに 1 36 9年 2月 2 4日、 1 5年の亡 命 から 帰国 した。と 、さ っそ

く ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨと ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆの闘 いが再 燃し 、ﾋﾟｪｰﾄﾛを得 た後 者が前 者を圧 倒し

て 、 彼 に 全 権 を 与 え た 。 ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨは 、 代 わ っ て ﾙｯｶに 亡 命 し て い っ た 。 自

分 の 目 論 見 と 反 対 の 方 に 動 く 政 情 に 、 ﾙｯｶに あ っ た 皇 帝 は 同 年 4月 4日 ﾙｯｶ

を独立 させた 3 1。そ して 6日に は皇帝 軍 と ﾙｯｶ軍に ﾋﾟｰｻを急 襲させ たが 、失

敗 に 帰 し た 3 2。 も っ と も そ の 傭 兵 隊 長 は 、 戦 う こ と な く ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨと 話 を

つ け 、 賄 賂 を も ら っ て 退 却 し た と も 言 わ れ る 。 今 回 も ﾋﾟｰｻは 城 壁 と 金 の

力で助 かった こと になる 。  

 物資 の流通 業に 携わり 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪと の関係 を重く みる ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆは、 ﾌｨﾚﾝﾂ

ｪが ﾋﾟｰｻ港に戻る よ う努力 し、 ﾌｨﾚﾝﾂｪも、皇帝の ﾄﾞｲﾂ帰 還を早 めんと 積極

的に ﾋﾟｰｻに接近し た。 1 3 69年 7月 2 0日 皇帝が ﾙｯｶを出立 す ると同 時に ﾄｽｶｰﾅ
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で は 戦 争 が 始 ま り 、 教 皇 と ﾌｨﾚﾝﾂｪは 、 反 乱 し て 皇 帝 側 に つ い た ｻﾝ･ﾐﾆｱｰﾄ

を取り 戻すべ く 、皇帝代 理だっ た ﾐﾗｰﾉの ﾍﾞﾙﾅﾎﾞと対立 し た。 ﾐﾗｰﾉはすぐ ﾎ

ｰｸｩｯﾄﾞ率 い る 軍 を 、 次 い で ﾍﾞﾙﾅﾎﾞ自 身 が き て 、 ｻﾙﾂｧｰﾅに 陣 を 敷 い て 荒 ら

した 。 ﾋﾟｰｻは中 立 の立場 を取っ た が 、結 局 ｻﾝ･ﾐﾆｧｰﾄは 1 37 0年 1月 9日 ﾌｨﾚﾝﾂ

ｪに降伏し た。  

 ｺﾝﾀｰﾄﾞを荒らさ れた ﾋﾟｪｰﾄﾛ･ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾀは、中 立は 得に ならな いこと を悟

り、ﾐﾗｰﾉを恐れ て ﾌｨﾚﾝﾂｪ･ﾙｯｶとともに ｳﾙﾊﾞﾇｽ 5世の ﾄｽｶｰﾅ同 盟に加 わった ( 1

37 0･4･3)。こ れを懲 らしめ るため ﾐﾗｰﾉ公は ﾄｽｶﾅ遠征軍を 組織し 、そ の指揮

を か つ て の ﾋﾟｰｻの ﾄﾞｰｼﾞｪ、 す っ か り 傷 の 癒 え た ｼｫｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾆｪｯﾛに 託 し た 。

彼 は 5月 1 6日 ﾋﾟｰｻの 亡 命 者 を 引 き 連 れ て 攻 め て き た が 、 城 壁 の 守 り 固 く 、

なすす べなく 引き 揚げた。 6月 には 大 傭兵団 もよう やく ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｰｱに去っ

た。  

 この 後一息 つい た ﾋﾟｰｻは、 9月 2 3日 の大評 議会で ﾋﾟｪｰﾄﾛ･ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨを ｼﾆ

ｫｰﾚに選ん だが彼 は 辞退し、ｶﾋﾟﾀｰﾉ兼 ﾃﾞｨﾌｪﾝｿｰﾚ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛにな っただ け

だった 。こ の時 に ｱﾝﾂｨｧｰﾆの書記 官に なった のが 、後 に 宿敵と なる ｲｧｺﾎﾟ･

ﾀﾞ･ｱｯﾋﾟｧｰﾉである 。ﾐﾗｰﾉと ﾄｽｶｰﾅ同盟 との和 平も 1 3 7 0年 1 1月 10日に 結ばれ

た。  

 実質 的には ｼﾆｫｰﾚだった ﾋﾟｪｰﾄﾛのも とで、ﾋﾟｰｻは久し ぶりに 平穏な 数年

を迎え る。とい う より 、 ﾄｽｶｰﾅ地方の リーダ ーたる ﾌｨﾚﾝﾂｪとの協調 を基本

とし 、自ら の自由 を 守るこ とを考 える だけで せい一 杯だ った 。ｵｯﾄ･ｻﾝﾃｨ (八

聖 人 ・ 軍 事 委 員 会 )の ﾌｨﾚﾝﾂｪが ﾛｰﾏの 教 会 国 家 と 対 立 し 破 門 さ れ た と き ( 1 3

75 -7 8 )も 3 3、そ の妥 協に不 満な ﾎﾟｰﾎﾟﾛ･ﾐﾇｰﾄが反乱し て市 政に座 ったと きも 、

そ の 後 再 び 旧 支 配 者 層 が 戻 っ て き た 後 ﾁｮﾝﾋﾟの 一 揆 と ｱﾙﾃｨ･ﾐﾉｰﾘの 政 府 と

なった とき ( 1 37 8 -8 2 )も、その基本 政策 を変え なかっ た。 1 37 8年 7月 2 8日に

は ﾌｨﾚﾝﾂｪとと ｳﾙﾊﾞﾇｽ6世と の間を 取 り 持ち、 和平に 貢献 した。  

 ｱﾗｺﾞﾝや ｱﾝｼﾞｭｰと も友好 関係を 保ち 、ﾅｰﾎﾟﾘ･ｳﾞｪﾈｰﾂｨｧ･ｼﾞｪﾉｳﾞｧの政変と

ももは や関係 を持 たなか った 3 4。戦争 は金を 払って 避け た。も はや 陸では

傭 兵 隊 か ら 身 を 守 る 力 は な く 、 海 で も 艦 隊 を 持 た ず 、 ﾑｽﾘﾑ海 賊 に 対 し て

は ｼﾞｪﾉｳﾞｧや ｼﾁｰﾘｧの力を 頼んで 身を 守った 3 5。が 、1 3 8 3年 6月には 3度 目の

ﾍﾟｽﾄ襲来 が あ り 、 今 回 も 多 く の 死 者 を 数 え 、 市 の 衰 え を さ ら に 早 め た 3 6。 
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 5 没落 期 ： 13 8 3 - 1 40 6  

 

 1 3 8 3年 5月 始 め 、 ﾐﾗｰﾉで は ﾍﾞﾙﾅﾎﾞ･ｳﾞｨ ｽｺﾝﾃｨの 甥 ｼﾞｧﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫが ク ー デ

タ で 権 力 を 奪 い 、 翌 年 に は ｳﾞｪﾛｰﾅ、 1 3 8 8年 に は ﾊﾟｰﾄﾞｳﾞｧを 征 服 し て 北 伊

の 大 部 分 を 掌 中 に 収 め 、 中 部 ｲﾀﾘｱに 進 出 し て 来 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪと 衝 突 す る と こ

ろ と な る 。 そ の 中 に あ っ て ﾋﾟｰｻは 、 ﾐﾗｰﾉと の 敵 対 を 避 け て 平 和 路 線 を 守

ろ う と す る が 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪと の 結 び 付 き は そ れ 以 上 に 大 切 で あ り 、 1 3 9 2年 に

は ﾌｨﾚﾝﾂｪ･ﾎﾞ ﾛｰﾆ ｧ･ｶ ｯﾗｰﾗ家 (ﾊ ﾟﾄﾞｳ ﾞｧ )･ｺ ﾞﾝｽﾞｧ ｰｶﾞ家 ら と 反 ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ同 盟 を

結 ん だ 。 し か し ﾐﾗｰﾉは 、 ﾋﾟｰｻを ﾌｨﾚﾝﾂｪか ら 離 反 さ す べ く 様 々 な 形 で 触 手

を 伸 ば し 、 市 内 で は 親 ﾌｨﾚﾝﾂｪ政 策 に 反 対 す る 羊 毛 業 者 や 皮 革 業 者 と 、 同

様に不 満を募 らせ ていた ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨの間 に、次第 に反 ﾌｨﾚﾝﾂｪ･反 ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨ勢

力 が 形 成 さ れ た 。 そ し て そ の 中 心 と な っ た の が 、 亡 命 中 ｳﾞｨｽｺﾝ ﾃｨに 仕 え

たこと もある 、 ｱﾝﾂｨｧｰﾆ評議会の 書記 官 ｲｧｺﾎﾟ･ﾀﾞ･ｱｯﾋﾟｧｰﾉだった。  

 ﾌｨﾚﾝﾂｪに 捕 虜 に な っ て い た そ の 子 ｳﾞｧﾝﾆが 、 身 代 金 1万 2千 5百 ﾌｨｫﾘｰﾆで

解 放 さ れ て 戻 っ て 来 、 そ の 解 放 を 邪 魔 し て い た ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰ ﾆ派 の ﾗﾝﾌﾗﾝｷ家 と

の私怨 のから んだ 対立を きっか けと して両 派は衝 突し 、ｲｧｺﾎﾟは 13 9 2年 1 0

月 2 1日一味を 率い てクー デタを 起こ した。 ﾎﾟﾝﾃ･ｳﾞｪｯｷｫ（古橋）をは さん

で北岸 には ｲｧｺﾎﾟ･ﾀﾞ･ｱｯﾋﾟｧｰﾉ、南岸 に は ﾋﾟｪｰﾄﾛ･ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾀが対立 する形 と

な っ た が 、 ｺﾝﾀｰﾄﾞや ﾙｯｶか ら 援 軍 を 呼 び 寄 せ て 圧 倒 的 に 数 に 勝 る ｱｯﾋﾟｧｰﾉ

側が勝 利した 。息 子たち の救援 に駆 けつけ た ﾋﾟｪｰﾄﾛ･ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾀも殺さ れた

3 7。 町 は 略 奪 さ れ 、 ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨの 主 だ っ た 者 は 虐 殺 さ れ 、 弟 ｹﾞﾗﾙﾄﾞの 子 の

大司教 ﾛｯﾄも逃亡 し た。  

 翌々 の 2 3日直ち に大評 議会が 開か れ、ｲｱｺﾎﾟは ﾋﾟｪｰﾄﾛと同じ く ﾎﾟｰﾎﾟﾛの

ｶﾋﾟﾀｰﾉ兼 ﾃﾞｨﾌｪﾝｿｰﾚに 任 命 さ れ た 。 彼 は 当 然 親 ﾐﾗｰﾉ･反 ﾌｨﾚﾝﾂｪ政 策 を 取 っ

たため、 ﾙｯｶとも 対 立し、 ﾙｯｶは ﾌｨﾚﾝﾂｪに訴え た。ま た ﾌｨﾚﾝﾂｪも密か に ｶﾞﾝ

ﾊﾞｺﾙﾃｨ派の亡 命者 を支援 して ﾋﾟｰｻに敵対さ せた 。か く て ｱｯﾋﾟｧｰﾉは、 ﾐﾗｰﾉ

に助け を求め るほ かなか った。  
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 ﾋﾟｰｻが ﾌｨﾚﾝﾂｪの 手 に 渡 る こ と を 望 ま ぬ ﾐﾗｰﾉは 、 そ れ に 応 え て 1 3 9 6年 暮

れ か ら 翌 年 始 め に か け て 大 規 模 な 援 軍 を 派 遣 し 、 さ ら に そ の 上 1 3 9 8年 始

め に は 市 の ｼﾆｫﾘｰｱを 要 求 し て き た 。 し か し 、 9 2年 の ク ー デ タ ー の 時 の 約

束 に 反 し て ﾔｺﾎﾟが そ れ を 譲 ら な か っ た た め 、 ｼﾞｧﾝ･ｶﾞﾚｱ ｯﾂｫは 傭 兵 隊 を 派

遣 し て ﾋﾟｰｻを 攻 撃 し た 。 さ ら に 彼 は 使 者 を 送 っ て 全 ﾋﾟｰｻ領 の 要 塞 を 要 求

したの で、 ｱｯﾋﾟｧｰﾉはその 使者を 逮捕 して ﾌｨﾚﾝﾂｪと和平 交渉を 始めた 。そ

れを望 まぬ ﾐﾗｰﾉが前言を 撤回し たの で、彼は ﾌｨﾚﾝﾂｪとの交渉 を中断 した 。

こ れ に 怒 っ て ﾌｨﾚﾝﾂ ｪは 、 繰 り 返 し ｺﾝﾀｰﾄﾞに 侵 入 し て 荒 ら し た 。 い つ も の

ご と く ま た 、 ﾋﾟｪｰﾄﾛの 遺 児 た ち を 始 め と す る 亡 命 者 た ち が ﾌｨﾚﾝﾂｪの 支 援

をえて 侵攻し てき た。  

 1 3 9 8年 9月 1日 高 齢 の ﾔｺﾎﾟ･ﾀﾞｯﾋﾟｧｰﾉが 死 亡 し 3 8、 ｼﾆｫﾘｰｱは 子 の ｹﾞﾗﾙﾄﾞに

移 っ た ( 1 3 9 9･1･2 1 )。 と こ ろ が 全 く 無 能 だ っ た ｹﾞﾗﾙﾄﾞは す ぐ 有 力 者 と ｱﾝﾂｨ

ｧｰﾆたちを 追放し 、疑わし い者多 数を 処刑し た。同 時に 、 ｴﾙﾊﾞ島と ﾋﾟｫﾝﾋﾞ

ｰﾉを 含 む ﾋﾟｰｻ市 の ｼﾆｫﾘｰｱを 2 0万 ﾌｨｫﾘｰﾉで 売 る 契 約 を ｼﾞｧﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫと 交 わ

してい た。 ﾐﾗｰﾉ公は 2月 1 2日直ちに ｱﾝﾄｰﾆｫ･ﾎﾟｯﾛ伯、 ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ｽﾋﾟｰﾉﾗ、 ﾌ

ｪﾙﾄﾚ司教他と 兵 4千 を派遣 してき 、要 所を占 領した 。こ れに気 づいた ﾌｨﾚﾝ

ﾂｪは 、 さ ら に 高 額 を 提 示 し て こ れ を 阻 止 し よ う と し た が 、 も は や 手 遅 れ

だった 。  

 2月 1 9日 ｹﾞﾗﾙﾄﾞが 正式に 辞し 、市 は ﾐﾗｰﾉ兵の進 駐を受 け 入れ 、この 新 ｼﾆ

ｫｰﾚに忠誠 を誓っ た 。 ﾐﾗｰﾉ公への市 の 譲渡が 大評議 会で 承認さ れ、 ﾊﾟｳﾞｨｰ

ｱにいた ｼﾞｧﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫのも とに 、 ｼﾆｫﾘｰｱの笏を渡 す使節 団 が発っ た。そし

て 二 つ の ｺﾞﾝﾌｧﾛｰ ﾆ (市 旗 )が 手 渡 さ れ た 。 ﾋﾟｰｻ暦 1 4 0 0年 (西 暦 1 3 9 9年 ) 3月 3 1

日のこ とであ る 3 9。この時 点で 、ﾋﾟｰｻは形式 的には 自由 自治都 市とし ての

生命を 終えて いた ことに なる 。し か し ﾐﾗｰﾉ公は乗 り込 んでこ ず、市政 は ｱ

ﾝﾂｨｧｰﾆの手に 任せ 、 ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾃｨの復帰 も認め た。た だ、 ｱｯﾋﾟｧｰﾉに払っ た 2

0万を取り 戻すた め 重税を 課した 。  

 一方 ｹﾞﾗﾙﾄﾞ･ﾀﾞｯﾋﾟｧｰﾉは、市を売 って 得た 2 0万 ﾌｨｫﾘｰﾆの金を手 に、ｼﾞｧﾝ･

ｶﾞﾚｱｯﾂｫか ら 自 分 に 譲 っ て も ら っ た ﾋﾟｫﾝﾋﾞｰﾉと ｴﾙﾊﾞ島 に 、 皇 帝 ｳｪﾝﾁｪ ｽﾞﾗｵ

の許可 の下に 1 4 0 1年家領 を構え て独 立した。それ はそ の後 2世紀 半にわ た

って存 続する 4 0。  

 とこ ろが 1 4 0 2年 9月 3日、 ﾍﾟﾙｰｼﾞｧ ( 1 39 9･6)と ｼｪｰﾅ ( 13 9 9･8 )の ｼﾆｫｰﾚともな

り、ﾎﾞﾛｰﾆｧをも獲得 して ( 1 40 2･6 )、ﾌｨﾚﾝﾂｪ包囲 網も完 成間 近と思 われた ｼﾞ

ｧﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫが突然 没した 。そ して 、 ﾋﾟｰｻの ｼﾆｫﾘｰｱはその 庶子 ｶﾞﾌﾞﾘｪｯﾛ･ﾏﾘ

ｰｱの手 に 移 った 。 彼は 翌 1 4 0 3年 1 1月 始め 正 式に ｼﾆｫｰﾚに 就任 す べく 、 母 (ｱ

ﾆｪｰｾﾞ･ﾓﾝﾃｶﾞｯﾂｧ )と ともに やって 来 、 容赦な く税金 を取 り立て た。  
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 と こ ろ が 、 こ の 頃 ﾌｨﾚﾝﾂｪと 対 立 し て い た ｼﾞｪﾉｳﾞｧは ｼｬﾙﾙ 6世 の ﾌﾗﾝｽ人 の

支配下 にあり 、そ の長 ｼﾞｬﾝ･ﾌﾞｰｼｺｰに この若 い ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ公の後 見が託 され 、

そのお 礼とし て ﾌﾗﾝｽ王に ﾘｳﾞｫﾙﾉの城が 与えら れてい た。彼ら ﾌﾗﾝｽ人と ｼﾞｪ

ﾉｳﾞｧは ﾋﾟｰｻ領内で 反 ﾌｨﾚﾝﾂｪの動きを 開始し ていた 。  

 一方 北伊で は、海外領 土への 発展 を ｵｽﾏﾝﾄﾙｺの登場 で 阻まれ た ｳﾞｪﾈｰﾂｨｧ

が 、 本 土 内 陸 部 へ の 進 出 を 続 け て い た が 、 こ の ｼﾞｧﾝ･ｶﾞ ﾚｱｯﾂｫの 死 に と も

なう ﾐﾗｰﾉを中心と する ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ国家 の解体 を利し て、 1 40 4年には ｳﾞｨﾁｪﾝﾂ

ｧ、翌年に は ﾊﾟｰﾄﾞｳﾞｧを併 合した 。そ こで ﾌﾗﾝｽと ｼﾞｪﾉｳﾞｧは、 ｳﾞｪﾈﾂｨｱに敵

対する ﾊﾟﾄﾞｳﾞｧの ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶｯﾗｰﾗを支援 し、対 ｳﾞｪﾈﾂｨｱ資金 をひね り出す べ

く、 ﾋﾟｰｻを売り 払 うこと を決め た 。新領主 の ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ公 ｶﾞﾌﾞﾘｪｯﾛ･ﾏﾘｰｱに

は、こ の危険 でや っかい な財産 は早 く手放 したほ うが よいと 説得し た。  

 ﾌﾗﾝｽの 意 を 受 け て ﾌﾞｰｼｺｰは 、 正 統 の ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ 8世 に 対 す る ﾌﾗﾝｽ人 対 立

教皇 ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ1 3世を支 援する こと と引換 に、ﾌｨﾚﾝﾂｪに 4 0万 ﾌｨｫﾘｰﾆで ﾋﾟｰ

ｻの譲渡を 申し出 た 。ｶﾞﾌﾞﾘｪｯﾛ･ﾏﾘｰｱには 2 0万を渡し、残り の 2 0万は ﾊﾟﾄﾞｳﾞ

ｧの ｶｯﾗｰﾗに回す計 算だっ た。ﾋﾟｰｻを欲しい ﾌｨﾚﾝﾂｪは直 ちに ｼﾞｰﾉ･ｶｯﾎﾟｰﾆを

使者と して ｼﾞｪﾉｳﾞｧに送っ たが、 金額 の点で 話はま とま らなか った。  

 これ を知っ た ｶﾞﾌﾞﾘｪｯﾛ･ﾏﾘｰｱは、そ れなら と自ら 乗り 出し 、 ｳﾞｨｰｺﾋﾟｻｰﾉ

で ﾌｨﾚﾝﾂｪの ﾄﾝﾏｰｿﾞ･ﾃﾞﾘ･ｱﾙﾋﾞｯﾂｨと 密 か に 出 会 っ た 。 こ れ に 気 づ い た ﾋﾟｰｻ

市民は 、翌 1 4 0 5年 7月 2 0日暴動を 起こ し、戻って きた ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ公と その兵

を ﾁｯﾀﾃﾞｯﾗ要塞に 閉 じこめ た。彼ら は しかし 夜陰に まぎ れて逃 げ出し 、 ｻﾙ

ﾂｧｰﾅに向かっ た 。その地 で ﾌﾗﾝｽ･ｼﾞｪﾉｳﾞｧ･ﾌｨﾚﾝﾂｪの三者 が加わ り、 2 6万 ﾌｨ

ｫﾘｰﾆで 手 が 打 た れ た 4 1。 が 、 も ち ろ ん 市 民 は 同 意 せ ず 、 ﾁｯﾀﾃﾞｯﾗ要 塞 だ け

を彼ら に渡し た。  

 数 日 後 、 ｼﾞｰﾉ･ｶｯﾎﾟｰﾆの ﾌｨﾚﾝﾂｪ軍 と ﾁｯﾀﾃﾞｯﾗの ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ軍 が 合 流 し て 市

の 主 要 な 城 塞 の 占 拠 に 来 た が 、 ﾋﾟｰｻ市 民 は こ れ を 阻 止 し た 。 1 0月 始 め に

は ﾍﾞﾙﾄﾙﾄﾞ ･ ｵ ﾙ ｼ ｰ ﾆ指 揮 の ﾌｨﾚﾝﾂｪ軍 が ﾑｰﾂ ｨｵ･ ｱ ｯ ﾃ ﾝ ﾄﾞ ﾛ ･ ｽ ﾌ ｫ ﾙ ﾂ ｧ他 の 多 数 の 傭

兵 隊 を 率 い て 迫 っ た 。 海 か ら も ﾌﾞｰｼｺｰに 率 い ら れ た ｼﾞｪﾉｳﾞｧ･ﾌﾗﾝｽの 艦 隊

が ﾘｳﾞｫﾙﾉに 上 陸 し 、 港 を 占 領 し た 。 一 方 ﾋﾟｰｻは ﾍﾞﾙｺﾞﾘｰﾆ･ﾗｽﾊﾟﾝﾃｨ両 派 が

団 結 、 ｺﾝﾀｰﾄﾞか ら 応 援 を 得 、 亡 命 者 も 全 て 呼 び 戻 さ れ 、 わ ず か な が ら 傭

兵も雇 った。  

 1 4 0 6年 が 明 け て も ﾋﾟｰｻは 、 こ の ﾌｨﾚﾝﾂｪ･ﾐﾗｰﾉ･ｼﾞｪﾉｳﾞｧ･ﾌﾗﾝｽ連 合 に 完 全
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に包囲 された まま 孤立し、食糧 が欠 乏し始 めた。 ﾅｰﾎﾟﾘの ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｰｵ、 ﾊﾟﾙ

ﾏの ｵｯﾄｰﾈ、 ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆ ｭ公 ら に ｼﾆｫﾘｰｱの 提 供 が 申 し 出 ら れ た が 、 彼 ら は い ず

れ も 金 を 掴 ま さ れ て 断 っ た 。 市 は 、 祖 父 ﾋﾟｪｰﾄﾛ以 来 の ﾌｨﾚﾝﾂｪと の つ な が

りに期 待して 、そ の孫 ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾀを ｶﾋﾟﾀｰﾉとし たが 、結果 はか え

って裏 目に出 る。  

 春 ・ 夏 と 持 久 戦 が 続 き 、 ﾋﾟｰｻは 食 糧 の 欠 乏 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪは ﾏﾗﾘｱに 苦 し め ら

れ た 。 が 、 城 壁 は 不 落 で あ り ﾋﾟｰｻ人 の 死 守 の 意 志 堅 い の を 見 て 、 ｶｯﾎﾟｰﾆ

は 金 で 買 収 す る こ と を 決 め 、 亡 命 し て 金 の な い そ の ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆを 相 手 に 選

んだ 。使者 ﾋﾞﾝﾄﾞ･ﾃﾞｯﾚ･ﾌﾞﾗｰｹを通じ て ﾌﾟﾃｨﾆｧｰﾉで密かに 交渉 、 1 0月 6日成

立、 ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｰｵ教会で公 証人に よっ て市の 売却証 書が 作成さ れ、 ﾋﾟｰｻ側

は ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｧﾝﾎﾟｰﾘ他が 署名し た 。売値は わずか 5万 ﾌｨｫﾘｰﾆだった 。 ｶﾞﾝ

ﾊﾞｺﾙﾀには 、いく つ かの領 地と ｶﾌﾟﾗｨｱと ｼﾞｰﾘｫの島が安 堵 された 。  

 売 買 の 確 認 の た め ま ず 密 か に 捕 虜 が 交 換 さ れ 、 1 0月 9日 に は ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾆ･

ｶﾞﾝﾊﾞｺﾙﾀによって ｻﾝ･ﾏﾙｺ門が 開かれ て ﾌｨﾚﾝﾂｪ軍が入 城し 、全て占 領し た。

ﾋﾟｰｻの 執 政 者 と な っ た ｼﾞｰﾉ･ｶｯﾎﾟｰﾆが 、 ｱﾝﾂｨｧｰﾆの 館 に 行 っ て 市 の 鍵 を 受

け 取 り 、 そ の 前 の 広 場 で 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪが 市 の 主 人 と な っ た こ と を 高 ら か に 宣

言 し た 。 か く て ﾋﾟｰｻは 自 由 を 失 い 、 誇 り 高 き 自 治 都 市 ｺﾑｰﾈ、 共 和 国 と し

ての歴 史を閉 じた のであ った 4 2。  

 

 6 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯と『神曲』  

 6 . 1  ウゴ リ ー ノ伯 の裏 切 り  

 『神 曲』で は ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は次 のよう に 登場す る：  

 地 獄 界 は 最 下 層 の 第 九 圏 、 裏 切 り の 罪 を 犯 し た 者 た ち が 氷 漬 け に な っ

ている ｺﾁｰﾄの沼、祖国に 対する 裏切 り者た ちの落 とさ れてい る第二 円 ｱﾝﾃ

ﾉｰﾗである 4 3。最下 層で あ ること は、裏 切りが 暴力や 金銭・肉欲そ の他諸 々

の 罪 の な か で も 最 も 重 い も の で あ る こ と を 、 氷 漬 け の 罰 は 身 動 き を 取 れ

な く す る こ と 、 さ ら に は そ の 行 為 が 身 を も 心 を も 凍 ら せ る も の で あ る こ

と を 喩 え る 。 そ の 穴 の 一 つ に 二 人 の 罪 人 が 折 り 重 な り 、 上 に の し か か っ

て い る 方 が 下 の 方 の 頭 骸 に 歯 を 立 て て む さ ぼ り 喰 っ て い る 。 つ ま り 、 同

じ 穴 の ム ジ ナ で あ り 、 骨 肉 相 喰 む 関 係 で あ る こ と を 寓 意 す る 。 上 に な っ

て い る 方 に ﾀﾞﾝﾃは 、 言 い 分 が あ れ ば 名 前 と 理 由 を 告 げ る よ う 促 す ( I n f . X X

XII . 1 2 7 -32 ) 4 4。  

  その 語ると ころ によれ ば、名は伯 爵 ｳｺﾞﾘｰﾉ、相手は「裏切 り者 」 ﾙｯｼﾞｨ

ｪｰﾘ。しか しそ の次 第、「信頼 して い たのが 、い かにこ 奴の悪 巧みに よ り
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捕らえ られ 、死に 至った か」は、も はや語 る必要 はな い。 ﾄｽｶｰﾅ中否 ｲﾀﾘｱ

中 で 知 ら ぬ 者 と て な い 事 件 で あ っ た 。 そ れ よ り も 伯 が 訴 え よ う と す る の

は 、 自 分 た ち に 対 す る 処 刑 が い か に 酷 い も の で あ っ た か で あ る 。 こ の 相

手に裏 切られ て捕 まり、後 に「飢 餓」と名付 けられ る塔 に閉じ こめら れ、

食 糧 を 絶 た れ て 、 四 人 の 子 供 た ち が 一 人 ま た 一 人 と 動 か な く な り 、 最 後

に自分 もまた 飢え て死ん だその 次第 を縷々 物語る 。  

  聞 き 終 わ っ て ﾀﾞﾝﾃは 、 「 あ あ 、 ﾋﾟｰｻ、 ・ ・ 麗 し の 国 ［ ｲﾀﾘｱ］ の 民 の 恥

さらし よ」、も し 隣人た ちがお まえ を罰す るのに 手間 取る な ら、「 ｶﾌﾟﾗｨ

ｱと ｺﾞﾙｺﾞｰﾅの 島 」 が ｱﾙﾉ河 口 を 堰 止 め 、 皆 溺 れ さ せ て し ま え 。 な ぜ な ら 、

「 た と え ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 が 城 で お ま え を 裏 切 っ た と 言 わ れ た と し て も 」 、 そ の

子供た ちにこ のよ うな苦 しみを 負わ すべき でなか った。子供た ちは、「 若

年 で あ る が 故 、 新 た な ﾃｰﾍﾞ［ ﾋﾟｰｻ］ よ 、 無 罪 だ っ た の だ か ら 」 と 、 そ の

悲惨な 処刑、と りわ け伯の 子供た ちに 対する 仕打ち を憤 る。( XXXII I . 4 -9 0 )  

 こ こ か ら も 窺 わ れ る ご と く ﾀﾞﾝﾃは 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 を 無 実 だ と は 言 っ て い な

い に せ よ 、 悪 人 と し て は 扱 わ ず 、 一 貫 し て 同 情 を 寄 せ て い る 。 祖 国 に 対

する裏 切り の根 拠 とされ た城 の売 り 渡しに つい ても 、 「そう 言わ れた 」 a

v e v a  v o c eに し て も と 、 留保 を 加 え て い る 。こ れ は 、 そ の 前 に登 場 す る裏

切りの 罪人た ち、とりわ け ﾓﾝﾀﾍﾟﾙﾃｨの戦い で ﾌｨﾚﾝﾂｪ軍の旗手 ﾔｺﾎﾟ･ﾃﾞ･ﾊﾟｯ

ﾂｨの 腕 を 切 り 落 と し て 、 ｼｪｰﾅに よ る ﾌｨﾚﾝﾂｪ大 敗 の 原 因 を つ く っ た と 言 わ

れる ﾎﾞｯｶ･ﾃﾞﾘ･ｱﾊﾞｰﾃｨに対 する態 度と 全く異 なる。詩人 は 彼に 一片の 同情

を 寄 せ る ど こ ろ か 、 怒 り に 任 せ て 自 ら そ の 頭 髪 を 引 き 抜 く こ と ま で す る

(XXXII . 7 6 -1 2 3)。 4 5  

 こ れ に 対 し て 、 相 手 の 大 司 教 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘの 扱 い は 対 照 的 で あ る 。 は っ き

り と 「 裏 切 り 者 」 で 、 獲 物 を 狙 う 「 猟 師 の 頭 に し て 首 領 」 、 「 痩 せ た 貪

欲 な 犬 ど も 」 (市 民 )を 扇 動 し 、 ｢ｸﾞｧﾗﾝﾃﾞｨに ｼｽﾞﾓﾝﾃﾞｨに ﾗﾝﾌﾗﾝｷ｣ (ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ

貴族 )を率い て、「 狼とそ の子」(ｳｺﾞﾘｰﾉ伯たち )を狩り 立て たので あった 。

ﾀﾞﾝﾃに と っ て 、 羊 た ち を 導 く 牧 者 た る べ き 聖 職 者 の 身 で あ り な が ら 世 俗

の 権 力 を 求 め 、 人 を 裏 切 り 、 ま し て や 慈 悲 も な く 無 実 の 子 供 た ち を 刑 に

処 す の は 許 さ れ ざ る こ と で あ り 、 そ の 罪 は な お 重 か っ た 。 ﾀﾞﾝﾃが 、 言 い

分 が あ れ ば 現 世 に 戻 っ た と き そ れ を 伝 え よ う と 語 り 掛 け る の は ｳｺﾞﾘｰﾉ伯

に だ け で あ り 、 そ れ に 応 え て 伯 が こ う し て 数 十 行 に わ た っ て 弁 明 の 機 会
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を 与 え ら れ て い る の に 対 し て 、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは 沈 黙 の ま ま 顔 を 上 げ る こ と さ

えしな い。  

 次 に 、 事 件 の も う 一 人 の 当 事 者 、 ｶﾞｯﾙｰﾗ国 主 ﾆｰﾉの 扱 い は ま た 異 な る 。

彼 は 地 獄 界 で は な く 煉 獄 界 前 域 に 見 い 出 さ れ る 。 つ ま り 、 前 二 者 の ご と

く 地 獄 に あ っ て 永 劫 の 罰 を 受 け る 永 遠 に 救 わ れ る こ と の な い 罪 人 で は な

く 、 前 域 と は い え 、 こ れ か ら 罪 を 浄 め て 至 福 の 界 に 昇 る 可 能 性 の あ る 所

に 置 か れ て い る わ け で あ る 。 し か も そ こ に 集 う の は 、 生 前 は 戦 や 政 治 な

ど こ の 世 の 俗 事 に 没 頭 し 過 ぎ て 信 仰 を お ろ そ か に し て い た に し て も 、 死

に 臨 ん で 悔 悟 し 、 そ の 罪 を 告 解 し て 魂 の 救 済 を 求 め る に 間 に 合 っ た 、 王

侯君主 ら貴顕 の士 であっ た。  

 した がって 、そ の中に ﾆｰﾉを認め た ときの 気持ち を 、 ﾀﾞﾝﾃは次の ように

思い起 こす：「気 高き国 主 ﾆｰﾉ、そな たを罪 人たち の中 にでは なく見 い出

し た と き 、 私 は ど れ ほ ど 嬉 し か っ た こ と か 」 。 も っ と も こ の 言 い 方 の 中

に か え っ て 、 た と え 個 人 的 な 罪 で は な く 党 派 争 い と い う 業 に よ っ て で あ

る に し て も 、 彼 が ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 ら と 同 じ く 地 獄 に 陥 と さ れ て い な い か と 恐 れ

て い た 、 つ ま り そ う で あ っ て も 仕 方 な い と 考 え て い た 危 惧 が う か が え よ

う。  

 一方 ﾆｰﾉはこの 出 会いの 中で、家族 とりわ け娘と 妻へ の想い を語る だけ

で、 ﾋﾟｰｻと か の事 件に つ い ては 一 言 も口 に しな い 。 愛 しい 娘 ｼﾞｫｳﾞｧﾝﾅ ( 1 2

9 1年 頃生 )に は、 自 分 のた め に 祈っ て 罪 の浄 め を 速め て く れる よ う 願う 一

方 、 自 分 の 死 後 ﾐﾗｰﾉの ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨと 再 婚 し た ( 1 3 0 0･6 )妻 ﾍﾞｱﾄﾘｰﾁｪ･

ﾃﾞｽﾃ ( 1 32 8年没 )に対 しては、女性 の愛 の移ろ い易さ をと がめ、「 ﾐﾗｰﾉ人が

陣を張 るとき のマ ムシ［ ﾐﾗｰﾉの ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨの家 紋］と て、ｶﾞｯﾙｰﾗの雄鶏［ ﾋﾟ

ｰｻの ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨの家 紋］ほど には、その 墓を美 しくは すま い」と自 負する 。

後 の ﾋﾟｰｻと ﾐﾗｰﾉの 関 係 を 予 言 す る よ う な 言 葉 で は あ る け れ ど も 、 こ こ で

は 家 族 の 問 題 で あ っ て 、 特 に 政 治 的 ・ 歴 史 的 な 意 味 は 込 め ら れ て い な い

であろ う ( Pu r g . VI I I . 52 -8 4 )
４ ６

。  

  で は 一 体 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は な ぜ 裏 切 り 者 な の か 、 あ る い は ど の よ う に 祖 国 つ

まり ﾋﾟｰｻを裏切っ たとい うの で あろ うか 。また 、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘと ﾆｰﾉを加えて

三 人 を 主 人 公 と す る か の 事 件 と は ど の よ う な も の で あ っ た の か 、 わ ず か

だが手 元にあ るい くつか の史書 でた どって みる。  
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 まず 、 ﾀﾞﾝﾃのす ぐ後に くる ｳﾞｨｯﾗｰﾆでは 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は はっき りと裏 切り

者であ る。  

  ﾒﾛｰﾘｧの海戦後 1 2 84年 9月 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪは ｼﾞｪﾉｳﾞｧ･ﾙｯｶ他と同 盟を結 び、 ﾋﾟｰｻ

に戦を 仕掛け て多 くの城 を奪っ た 。この危 機を乗 り切 るため ｳｺﾞﾘｰﾉは 、 ﾌ

ｨﾚﾝﾂｪと協 定を結 び 、市から ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆを追放 して ｸﾞｪ ﾙﾌｨに転換 するこ とを

約 束 し た 。 そ の 時 彼 は 、 「 ブ ド ウ 酒 の 代 わ り に 金 貨 を 入 れ た 瓶 を ﾌｨﾚﾝﾂｪ

の隊長 たちに 贈っ た」と言 われ る。かくて 伯は、翌年 1月 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆを追放

して ｸﾞｪﾙﾌｨととも に市の 支配者 とな っ た（ V II . 9 8 . pp . 2 94 -5） 4 7。  

 し か し 1 2 8 8年 7月 に は ｼﾆｫﾘｰｱを め ぐ っ て 三 つ の 派 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 の ｸﾞｪﾙﾌｨ、

ﾆｰﾉの ｸﾞｪﾙﾌｨ、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘに ﾗﾝﾌﾗﾝｷ･ｸﾞｧﾗﾝﾃﾞｨ･ｼｽﾞﾓﾝﾃﾞｨらの ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ、が形

成 さ れ た 。 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は ｼﾆｫｰﾚと な る た め ﾙｯｼﾞｨｪｰ ﾘに 接 近 し 、 ﾆｰﾉを 「 裏 切

り 」 、 そ の 一 派 を 追 放 し た 。 し か し 伯 は 、 そ の 「 裏 切 り 」 を 隠 す た め 、

そ の 前 に 市 を 出 て 郊 外 ｾｯﾃｨﾓの 館 に 赴 い て い た 。 そ し て ﾆｰﾉが い な く な る

と市に 戻って きて ｼﾆｫｰﾚとなった 。こ れを嗅 ぎ付け た ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは 、こう し

て ｸﾞｪﾙﾌｨの勢力が 弱まっ たのを みて、ｳｺﾞﾘｰﾉ伯を「裏 切る 」よう指 示し、

「かつ て彼が ﾋﾟｰｻを裏切 って城 を ﾌｨﾚﾝﾂｪ人と ﾙｯｶ人に譲 り渡し た」こ とを

教 え て 市 民 に 襲 撃 さ せ 、 「 二 人 の 息 子 と 三 人 の 孫 」 と と も に 捕 ら え た 。

「こう して裏 切り 者が裏 切り者 に裏 切られ た」ので あっ た ( VI I . 1 21 . p p . 3 21

-2 3)。  

  1 28 9年 3月 ｶﾋﾟﾀｰﾉとして 着任し た ｸﾞｨｰﾄﾞ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛは 、彼ら を ｱﾝﾂｨｧｰ

ﾆの広場の 塔に閉 じ こめ、そ の鍵 を ｱﾙﾉ川に投 げ捨て て食 糧を断 ったた め、

彼 ら は 餓 死 し た
４ ８

。 こ の 残 酷 な 仕 業 の た め ﾋﾟｰｻ人 は 全 世 界 か ら 非 難 さ れ

た が 、 そ れ は 伯 の た め で は な く 、 そ の 子 と 孫 の た め で あ る 。 伯 は 「 そ の

過 ち と 裏 切 り 故 に 」 死 に 値 し た が 、 子 と 孫 は 若 年 ゆ え 無 実 だ っ た の だ か

ら ( VI I . 1 28 . p p . 3 29 -3 0)。  

 と 、 ｳﾞｨｯﾗｰﾆか ら す る と 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は 同 盟 者 ﾆｰﾉに 対 し て と 祖 国 ﾋﾟｰｻに

対 し て の 二 重 の 裏 切 り 者 だ っ た こ と に な る 。 人 物 関 係 と 時 間 的 順 序 は 少

し 混 乱 し て い る が 、 こ う し た 受 け 止 め 方 が 当 時 最 も 一 般 的 だ っ た の で あ

ろう。 また、 ﾀﾞﾝﾃの文を 踏まえ てい ること も明ら かで ある。  

 次に ｻﾙﾄﾞの年代 記では 、ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘが ｳｺﾞﾘｰﾉ伯を「 ｼﾆｫﾘｰｱから追 い出し 」、

捕らえ て 餓 死 さ せ た 梗 概 が 記 さ れ る だ け で 何 の 判 定 も 下 さ れ て い な い 4 9。 

 時代 が下る と裏 切り者 説はさ らに 尾ひれ が付く 。 1 5世紀の ﾄﾛﾝﾁでは 5 0： 

 すで に海戦 の時 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は、 ﾎﾟﾃﾞｽﾀの ﾓﾛｼｰﾆの艦が拿 捕 された のを見 て

退 却 令 を 出 し た が 、 そ れ は 「 祖 国 を 弱 体 化 さ せ 、 よ り 容 易 に 自 ら の 隷 属

下 に 置 く た め 」 だ っ た 。 そ し て 戦 後 、 表 で は 悲 し み を 装 い な が ら 、 裏 で

は 野 心 の 実 現 の た め に 着 々 と 準 備 す る 。 生 ま れ は ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆで あ り な が ら

姻 戚 関 係 は ｸﾞｪﾙﾌｨで あ り 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪや 教 皇 庁 と も 太 い つ な が り が あ っ た 伯
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は 、 ﾌｨﾚﾝﾂｪと 結 ぶ こ と の 利 を 説 き 、 金 貨 の 入 っ た ブ ド ウ 酒 の 瓶 を 贈 っ て

交 渉 し た 。 ﾌｨﾚﾝﾂｪに 出 向 き 、 多 く の 城 塞 の 譲 渡 と ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ全 員 の 追 放 、

市の ｸﾞｪﾙﾌｨへの転 換を約 束して 帰っ てきた。また 、 ｼﾞｪﾉｳﾞ ｧからの「 捕虜

の 帰 還 を 願 う 振 り を し な が ら 、 彼 ら が 帰 っ て く れ ば 自 分 の 独 裁 が 終 わ る

と考え て、密かに 邪魔し ていた 」。 ﾙｯｶに対 しても 、そ の支援 を得る 必要

から、 ｱｼｧｰﾉ､ｱｳﾞｧｰﾈ､ﾘﾊﾟﾌﾗｯﾀ､ｳﾞｨｱﾚｯｼﾞｫの城 塞を譲 った 。  

 こう した彼 の独 裁に対 して 1 2 8 6年、 ﾆｰﾉが追放さ れた 者を集 め、謀反 を

企んだ 。翌 1 2 8 7年 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は ﾆｰﾉ派を 弾圧し て勝利 した が、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘを頭

と す る 第 三 の 派 が 形 成 さ れ た 。 こ う し て ﾋﾟｰｻは 三 つ の 派 に 分 裂 し た 。 そ

こで ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘを味 方につ け 、彼らは 共謀 して ﾆｰﾉを捕 らえる 罠

を 仕 掛 け た 。 そ れ が 自 分 の 留 守 中 に 起 こ る よ う 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は 郊 外 の 城 に

引 き 篭 も っ た 。 と こ ろ が こ の 不 穏 な 空 気 に 気 づ い て 、 ﾆｰﾉは ｶﾙﾁの 自 領 に

逃げた。それ で ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは、味方と と もに ｺﾑｰﾈを占領し 、自分が ｼﾆｫｰﾚの

座 に 就 い た 。 市 に 戻 っ て き た ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は 驚 い た が 、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは 彼 に 政 府

を 明 け 渡 す よ う 迫 っ た 。 こ う し て 、 「 神 の 使 徒 た る 者 が 世 俗 の 争 い に 首

を突っ 込んだ 」の である 。  

 1 28 8年 7月 1日 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘの主 唱で、ｼﾞｪﾉｳﾞｧと和 平を結 ぶ ため大 評議会 が

開かれ たが 、ま た もや ｳｺﾞﾘｰﾉ伯の 反 対で流 れた 。こ の 期に及 んで ﾙｯｼﾞｨｪｰ

ﾘは市民に 反乱を 呼 びかけ、伯一 家を 捕らえ、餓死 さす よう命 じた。 かく

て 市 は 「 暴 君 」 か ら 解 放 さ れ た が 、 「 大 司 教 は 神 の 使 徒 と い わ ん よ り は

サタン 」とい うべ きであ った。  

 とす ると、祖国 に対す る ｳｺﾞﾘｰﾉ伯の裏切 りは ﾒﾛｰﾘｧの 戦いの 時から すで

に始ま ってお り、 捕虜解 放への 邪魔 立てま で続い てい たこと になる 。  

  1 6世紀末の ﾛﾝﾁｫｰﾆも、細部 は異な る が基本 的には これ と同じ である 5 1： 

 ﾒﾛｰﾘｧの開戦前 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は主戦 論を 唱え、ｶﾋﾟﾀｰﾉと な ったが 本心を 隠し 、

10年前 自分を 追放 した者 に対す る復 讐の機 会を狙 って いた。戦 の当 日も 、

軍師 ﾔｺﾎﾟ･ｳﾞｨｯﾗｰﾆが、ｼﾞｪﾉｳ ﾞｧの船が 予想以 上に多 い ( 1 44隻 )のを見て 、ﾋﾟ

ｰｻ艦 隊 に 港 を 離 れ な い よ う に 命 じ た に も か か わ ら ず 、 出 撃 を 命 じ た 。 し

か も 、 ﾎﾟﾃﾞｽﾀが 捕 ら わ れ た の を 見 て 、 戦 う こ と な く 市 に 逃 げ 帰 っ た 。 か



 - 67 - 

 

くてそ の後市 にと って 、「 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯の帰還 が何よ りも 大きな 悲哀と 苦悩 」

の原因 となる 。  

 ﾎﾟﾃﾞｽﾀとなった 後は、「 ﾋﾟｰｻを破滅 さすこ としか 考え なかっ た」。「 僣

主 」 と な っ た 伯 は 、 多 数 の ｷﾞﾍﾞ ｯﾘｰﾆを 追 放 し 、 ﾌｨﾚﾝ ﾂｪを 喜 ば す た め に 多

くの城 を譲り 、こ うして 彼は自 分の 市を「 裏切 った 」のだっ た。 ｼﾞｪﾉｳﾞｧ

と も 交 渉 で き た に も か か わ ら ず 、 捕 虜 が 解 放 さ れ て 自 分 の 「 独 裁 」 が 邪

魔され ること を恐 れてそ れをし なか った。  

 ﾆｰﾉが共 治者に 選 ばれた のは 、彼 が 大身で あり 、 ｸﾞｪﾙﾌｨの中心人 物だっ

た か ら で あ る 。 二 人 の 間 は 最 初 は う ま く い っ て い た が 、 さ ら に 独 裁 体 制

を強め るため 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘの 協力を 得て 、 ﾆｰﾉを含む ｸﾞｪﾙﾌｨを追

放した。と ころ が伯 はその 上、自分 の姉 妹の子 ｱﾝｾﾙﾓ･ｶﾌﾟﾗｨ ｧ伯を毒殺 し、

そ の 友 人 だ っ た 大 司 教 の 孫 ｱｯﾂｫが そ れ を 非 難 し た た め 、 伯 は 彼 を 襲 っ て

殺 し た 。 そ の 余 り の 横 暴 さ に 危 機 を 感 じ た ﾙｯｼﾞｨ ｪｰﾘは 、 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰ ﾆを 集 め

て対抗 した。  

 その 後伯と ﾆｰﾉの 関係は 修復さ れた が、一方 ｶﾙﾁの教 区 をめぐ って ﾙｯｼﾞｨ

ｪｰﾘと ﾆｰﾉの 間 で 争 い が 起 こ っ た 。 そ こ で ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ貴 族 を 率 い

て ﾆｰﾉと ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨの 追 放 を 宣 言 し た 。 そ の 日 ( 6･3 0 )ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は 市 か ら 7ﾏｲﾙ

離れた ｾｯﾃｨﾓの城に 滞在し ていた 。 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは、市を「暴 君」の 手か ら解

放 し よ う と 煽 っ て 反 乱 を 起 こ し 、 市 に 戻 っ て き た ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 と 衝 突 し た 。

激しい 戦いの 末、伯 たちが 捕らえ られ、餓死さ すこと が決 定され た。「 こ

うして ﾋﾟｰｻ人は、厳 しく過 酷な独 裁の くびき から解 放さ れた」のだ った 。  

 他と 比べて ﾛﾝﾁｫｰﾆには、大司 教に 対 する非 難のな いこ とが注 目され る。

こ れ は 、 他 で も 一 貫 し て 教 会 側 の 肩 を も っ て い る こ と か ら も 推 察 さ れ る

が 5 2、 そ れ が 書 か れ た 1 6世 紀 末 か ら 1 7世 紀 始 め と い う ｽﾍﾟｲﾝの 専 制 支 配 と

反 宗 教 改 革 と い う 時 代 5 3、 そ の 支 配 下 に あ っ た ﾄｽｶｰﾅ大 公 ｺｼﾓ 1世 に 同 書 が

献じら れてい るこ と、作者 が大 司教 座聖堂 参事会 員 の 地位に あった こと 、

などの 成立の 事情 、さ らには ﾛﾝﾁｫｰﾆ家が 、大司 教と と もに行 動した ｸﾞｧﾗﾝ

ﾃﾞｨや ﾗﾝﾌﾗﾝｷら と 並 ぶ 、 ﾘﾊﾟﾌﾗｯﾀの 有 力 な ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ貴 族 で あ っ た こ と も 関

係して いよう 5 4。  

 これ ら昔の 物語 的な色 彩の強 い「年 代記」に 対し て、今 の学問 的な「 歴

史研究 」で は、こ うした 一方的 な裏 切り者 説は当 然退 けられ る。が、 ｳｺﾞ
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ﾘｰﾉ伯 が ｼﾆｫｰﾚの 座 を 狙 い 、 独 裁 体 制 を 敷 こ う と し た と す る 点 で は 皆 一 致

す る 。 一 方 、 事 件 の 経 過 や 三 人 の 関 係 に つ い て は な お 曖 昧 な 点 が 多 く 確

定的で はない 。  

 まず ﾊｰﾘｰの書は 5 5、1 2 0 0年代の ﾋﾟｰｻを社会経 済史的 に分 析した もので あ

る た め 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 事 件 そ の も の は 特 に 取 り 上 げ て い な い 。 そ の 一 般 的 位

置づけ として は 、「 1 2 7 6年 ﾄｽｶｰﾅの ｸﾞｪﾙﾌｨ同盟の成 立で 貴族が 亡命か ら帰

り、 ｺﾑｰﾈの政治 は より穏 健なも のと なった 。し かし 貴 族の反 動は ﾒﾛｰﾘｧ後

ｳｺﾞﾘｰﾉ伯の専 制と なって 爆発し 、彼 は 1 28 8年に捕 らえ られる まで ﾋﾟｰｻの ｼ

ﾆｫｰﾚだった」 と記 すだけ である 。  

 次 に ﾙﾇｧｰﾙは 5 6、 「 彼 の 意 図 は ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の 戦 い を 再 開 す る こ と に あ り 、

反 ﾋﾟｰｻ同盟か ら離 脱さす ため ﾌｨﾚﾝﾂｪと ﾙｯｶにい くつか の 城を譲 った。これ

に対し て、全 般的 な混乱 の中で 、 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは世 論を得 た 。 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯は ﾋﾟｰ

ｻか ら 追 放 さ れ 、 1 2 8 8年 ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の 和 平 が 結 ば れ た 。 そ の 後 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘの

仕 掛 け た 罠 に は ま り 、 市 に 戻 っ た ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 は 捕 ま っ て 飢 え 死 ん だ 」 と 、

伝 統 的 な 見 方 に 従 う 。 そ し て 最 後 に 、 「 言 い 伝 え に よ る と 彼 ら は 共 喰 い

した。ﾀﾞﾝﾃは ｳｺﾞﾘｰﾉ伯を ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘと共 に裏切 り者の 中に 置いて いる」と 、

伝説を 紹介す るに とどま る。  

  最 も 詳 し い の が ｸﾘｽﾃｨｧｰﾆで 5 7、 彼 は ｼﾞｪﾉｳﾞｧに 捕 ら わ れ て い る 捕 虜 の 解

放問題 を重視 する ：  

 ま ず 、 敗 戦 後 伯 が ﾎﾟﾃﾞｽﾀに 選 ば れ た の は 「 ｸﾞｪﾙﾌ ｨ同 盟 と の 個 人 的 関 係

の た め 」 で あ っ た が 、 例 の 城 の 譲 渡 は 、 「 当 時 の 状 況 か ら し て ど う し て

も必要 なこと 」だ ったと 肯定す る。 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯が 権力を 握 れたの は、 ﾒﾛｰﾘｧ

で 多 く の 有 力 者 、 特 に 「 ﾄﾞﾉﾗﾃｨｺの ﾌｧｰﾂｨｫ伯 と ﾗﾆｪｰﾘ伯 」 が い な く な っ た

のが大 きい。が同 時に、彼 ら「 捕虜 からの ｼﾞｪﾉｳﾞｧとの 和平の 早期締 結要

求」がその 後の 市 政を左 右する もの となっ てくる 。と ころが ﾋﾟｰｻの ｸﾞ ｪﾙﾌ

ｨはごく少 数であ り 、伯 は「 自ら の権力 の確立 を狙っ て内 政安定 のため 」、

1 2 8 6年 7月 ｸﾞｪﾙﾌｨの 有 力 貴 族 ﾆｰﾉを 呼 び 寄 せ る 。 そ し て 権 力 強 化 の た め 、

「 ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆで あ れ ｸﾞｪﾙﾌｨで あ れ 反 対 勢 力 」 を 弾 圧 し た 。 こ の 「 反 市 民 の

貴族政 策」に ﾆｰﾉも 協力し、二人 の間 は最初 はうま く行 ってい たが、 ｼﾞｪﾉ

ｳﾞｧとの和 平をめ ぐ って 1 2 8 7年末危機 に陥る 。  

 1 2 8 8年 4月 ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の 和 平 が い っ た ん 結 ば れ 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 も 市 民 を 恐 れ

て 反 対 は し な か っ た が 、 本 心 で は 自 分 の 利 害 が 絡 む た め 望 ん で い な か っ

た。 ﾆｰﾉも賛 成し て いたが、それ は対 抗上 で 伯を倒 すた めだっ た。と ころ

が 条 件 が 合 わ ず 和 平 が 実 施 さ れ な か っ た た め 、 ﾙｯｼﾞｨｪｰ ﾘ他 が ﾋﾟｰｻに 滞 在
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してい た ｼﾞｪﾉｳﾞｧの 使者を 訪ね、ﾌｧｰﾂｨｫ伯と他の ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ貴族を 解放し て

くれれ ば簡単 に今 の ｳｺﾞﾘｰﾉ体制を覆 せる 、と告 げた 。使者は ｼﾞｪﾉｳﾞｧに帰

っ て こ れ を 報 告 し た が 、 受 け 入 れ ら れ な か っ た 。 そ こ で ﾌｧｰﾂｨｫは 、 早 く

謀 反 を 起 こ す よ う 大 司 教 に 手 紙 を 書 い て 使 者 に 託 し た 。 と こ ろ が 、 使 者

が ﾋﾟｰｻに 着 い て み る と 、 す で に 暴 動 が 起 こ っ て ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 ら が 捕 ら え ら れ

ていた 。  

 著者 はまた 、ｼﾞｪﾉｳﾞｧの古い年 代記 からの 次のよ うな 記事も 紹介し てい

る 5 8： 1 2 8 8年 6月 3 0日 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘと そ の 一 派 は 、 ま ず 「 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 の 意 を 受 け

て 」 、 ﾆｰﾉに 対 し て の 暴 動 を 起 こ し た 。 翌 日 夕 方 ﾆｰﾉが 市 を 逃 げ 出 し た の

で、 ｾｯﾃｨﾓの城にあ った ｳｺﾞﾘｰﾉ伯が戻 ってみ ると 、そ れ は伯自 身に対 する

反乱に 変わっ てい た。 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘに味 方した のは 、 ｸﾞｧﾗﾝﾃﾞｨ､ﾘﾊﾟﾌﾗｯﾀ､ﾗﾝﾌﾗ

ﾝｷ､ｻﾞｯﾁｫ､ｶﾌﾟﾛｰﾅら の 貴 族 で あ っ た 。 か く て 7月 ﾋﾟｰｻは ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ政 府 に 戻

った。  

 これ らを整 理す るよう な形で ﾍﾞﾝｳﾞｪﾇｰﾃｨは次 のよう に まとめ ている 5 9： 

 戦 後 、 城 を 譲 渡 し た と は い え ﾌｨﾚﾝﾂｪを 同 盟 か ら 離 反 さ せ 、 危 機 を 乗 り

切った のは、ｳｺﾞﾘｰﾉ伯の「外 交的 勝利」である。しか し内政 で失敗 する。

伯 の 政 治 は 何 よ り も 自 ら の 権 力 の 強 化 と 敵 対 勢 力 の 抑 圧 だ っ た た め 、 そ

の 政 府 に 対 す る ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ貴 族 の 反 対 は 残 る 数 少 な い 有 力 者 、 大 司 教 の ﾙｯ

ｼﾞｨｪｰﾘと 結 び つ い て い っ た 。 1 2 8 8年 4月 1 5日 に 結 ば れ た ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の 和 平

に対し ても 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯も ﾆｰﾉも表だっ ては反 対しな かっ たが 、その 条件 が

自分た ちにと って 損失の 大きい もの だった ので、ｻﾙﾃﾞｰﾆｧの海 賊に ｼﾞｪﾉｳﾞ

ｧの船を襲 わせた り 、賠 償金の 支払 を 遅らせ たりし て邪 魔した 。 大 司教 は

最 初 中 立 的 な 立 場 に あ っ た が 、 ｼﾞｪﾉｳﾞｧと の 和 平 が 失 敗 す る に お よ ん で 、

介 入 す る に い た っ た 。 自 分 の 派 は 少 数 だ っ た の で 、 二 人 の 間 の 対 立 を 煽

って分 裂さす 方針 を取っ た。  

 ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘはまず ｳｺﾞﾘｰﾉ伯に 接近し 、 ﾋﾟｰｻの唯一の ｼﾆｫｰﾚになれ と勧め た。

敵 対 す る 孫 か ら 離 れ て し ば ら く 自 派 を 連 れ て ｾｯﾃ ｨ ﾓの 城 に 引 き 篭 も る よ

う説得 し、彼が 出 発する と近郊 から ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆ勢を 市内 に 引き入 れた 。 1 2 8

8年 6月 3 0日のこと である 。こ れに 気 づいた ﾆｰﾉは ｳｺﾞﾘｰﾉに知ら せたが 、伯

が 戻 っ て こ な か っ た の で 彼 は 市 外 に 逃 げ た 。 そ こ で ﾙｯｼﾞｨｪｰﾘは 、 ク ー デ

タ ー の 形 を 避 け る た め ｼﾆｫﾘｰｱを ｹﾞﾗﾙﾃ ﾞｽｶ家 の 一 員 で 伯 の 孫 の ﾆｰﾉ (ｲ ﾙ･ﾌ ﾞﾘ
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ｶﾞｰﾀ )に提供 した が 、叔父 の ｶﾞｯﾄﾞがそ れを断 らせた 。そ こ で ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆたち

は 、 大 司 教 自 身 を ﾎﾟﾃﾞｽﾀ兼 ｶﾋﾟﾀｰﾉに 任 命 し た 。 こ の 事 態 を 知 っ た ｳｺﾞﾘｰﾉ

伯 は 、 翌 朝 手 勢 を 率 い て 市 に 戻 っ て き て 衝 突 し た が 、 数 に お い て 劣 り 、

敗北し た。  

 

 以 上 か ら し て も 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 が な ぜ 裏 切 り 者 な の か は 明 確 で は な い 。 あ

え て 言 え ば 、 伝 統 的 に ｷﾞﾍﾞｯﾘｰﾆだ っ た 帝 国 都 市 ﾋﾟｰｻを ｸﾞｪ ﾙﾌｨに 変 え た た

め、ある いは 、協 力者と して呼 び寄 せた ﾆｰﾉを、利用 し たうえ 後に排 除し

よ う と し た た め で あ ろ う か 。 ﾙｯｼﾞｨｪｰ ﾘの 場 合 は 、 ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 に 対 す る 裏 切

り が あ っ た と 言 え そ う だ が 、 は た し て 二 人 が そ れ ほ ど 信 頼 関 係 に あ っ た

の か 、 そ れ と も 最 初 か ら 多 少 と も 対 立 関 係 に あ っ た の か は 明 ら か で は な

い。 ﾆｰﾉについ ては 、分 からな いの は むしろ ﾀﾞﾝﾃがなぜ にそれ ほど好 意的

な の か で あ る が 、 こ れ は ﾋﾟｰｻの 歴 史 に で は な く 、 二 人 の 個 人 的 な 友 情 関

係に求 められ るべ き問題 なので あろ う。  

 

 

            図 I I - 2  ピ ー サ 1 5世 紀  
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【 註 】  

 1 .  初 出 ： 「 大 阪 国 際 女 子 大 学 紀 要 」 2 4号 - 1 ,  1 9 9 8 ,  p p .  1 5 1 - 1 7 6。  

  新 た に 下 記 を 参 照 し た （ 末 尾 ［  ］ 内 略 称 ） ：  

  ( 1 6 )  L a m e n t i  S t o r i c i  P i s a n i ,  a  c u r a  d i  G i o r g i o  V a r a n i n i ,  P i s a  N i s t r i - L i s c h i  1 9 6 8  

［ V a r a n i n i］ .  

 ( 1 7 )  E m i l i o  T o l a i n i ,  P i s a ,  B a r i  L a t e r z a  1 9 9 2［ T o l a i n i １ ］ .  

  ( 1 8 )  G i o r g i o  d e l  G u e r r a ,  R u s t i c h e l l o  d a  P i s a ,  P i s a  N i s t r i - L i s c h i  1 9 5 5［ G u e r r a］ .  

図 I I - 1 :  中 世 ﾋﾟｰ ｻ史 の 中 心 舞 台 ｢ﾋﾟ ｱ ｯ ﾂ ｧ ･ ﾃ ﾞ ﾘ ･ ｱ ﾝ ﾂ ｨ ｧ ｰ ﾆ ｣ (現 ﾋﾟｱ ｯﾂ ｧ ･ ﾃ ﾞ ｨ ･ ｶ ｳ ﾞ ｧ ﾘ ｪ ｰ ﾘ )。 正

面 右 側 が 、 ｳｺﾞ ﾘｰﾉ伯 の ｢飢 餓 の 塔 ｣の 下 部 。 当 時 は さ ら に 高 い 塔 で あ っ た が 、 後 に 上 部

が 削 ら れ 、 さ ら に 左 側 の か つ て の ｢ﾊﾟﾗｯ ﾂ ｫ ･ ﾃ ﾞ ﾙ ･ ｶ ﾋ ﾟ ﾀ ｰ ﾉ ･ ﾃ ﾞ ﾙ ･ ﾎ ﾟ ｰ ﾎ ﾟ ﾛ ｣と 繋 が れ て 今 に 残

っ て い る (現 ｢ﾊﾟﾗ ｯ ﾂ ｫ ･ ﾃ ﾞ ﾙ ･ ﾌ ﾞ ｫ ﾇ ｫ ｰ ﾓ ｣ )。 右 側 の 建 物 が か つ て ｢ﾊﾟ ﾗ ｯ ﾂ ｫ ･ ﾃ ﾞ ﾘ ･ ｱ ﾝ ﾂ ｨ ｧ ｰ ﾆ ｣の あ

っ た と こ ろ 。 1 5 6 5 - 6 9年 ﾒﾃﾞｨ ﾁの ｺｼ ﾓ 1世 (中 央 銅 像 )の 命 に よ り 、ｳﾞｧｻ ﾞｰ ﾘ設 計 に な る ｢ﾊﾟﾗ

ｯﾂ ｫ ･ ﾃ ﾞ ｨ ･ ｶ ｳ ﾞ ｧ ﾘ ｪ ｰ ﾘ ｣に 建 て 直 さ れ 、現 在 は ｽｸｫ ｰﾗ･ ﾉ ﾙ ﾏ ｰ ﾚ ･ ｽ ｰ ﾍ ﾟ ﾘ ｫ ｰ ﾚ (ピ ー サ 高 等 師 範 学 校 )

の 校 舎 と な っ て い る 。 ( A m m i r i a m o  P i s a  p . 6 5 )  

 2 .  こ の 条 約 を 起 草 し た の が 、 ﾌﾞﾙﾈ ｯﾄ ･ ﾗ ﾃ ｨ ｰ ﾆ。 結 ば れ た の は 1 0月 1 3日 。  

  3 .  ﾌ ｨ ﾚ ﾝ ﾂ ｪ側 史 料 は 、 伯 が 金 で 買 収 し た こ と を 伝 え て い る : V i l l a n i  V I I ･ 9 8  p p . 2 9 4 - 5 .  

 4 .  ﾒ ﾛ ｰ ﾘ ｧの 勝 利 に よ り 、ｼﾞｪﾉ ｳﾞ ｧの 西 地 中 海 で の 覇 権 が 確 立 し 、東 地 中 海 へ の 本 格 的

な 進 出 が 始 ま る 。ﾏﾙｺが 捕 虜 に な っ た と さ れ る ｸﾙﾂｫ ﾗ海 戦 ( 1 2 9 8年 )で の ｼﾞｪﾉ ｳﾞ ｧの 勝 利 も

そ の 一 環 に あ る 。 歴 史 は 幾 多 の 偶 然 を 用 意 す る も の で あ る が 、 も し こ の 時 和 平 が 成 っ

て お れ ば 、 ﾏﾙｺと ﾙｽﾃ ｨｹ ｯ ﾛの 出 会 い は な く 、 し た が っ て か の 旅 行 記 の 成 立 も な か っ た こ

と に な る 。  

 5 .  こ の 塔 は 最 初  S e t t e  V i e (七 つ の 路 ) ,  次 い で  G u a l a n d i ,  そ し て  F a m e (飢 餓 )の 塔 と

呼 ば れ 、 さ ら に 後 に そ こ に  G h e r a r d e s c a  の 館 が 建 て ら れ て 今 に 残 っ て い る ( F i g .  1 )。  

 6 .  ｳ ｺ ﾞ ﾘ ｰ ﾉ伯 事 件 に つ い て は 、 6 .「 お わ り に 」 参 照 。  

  7 .  ｳ ﾞ ｨ ｯ ﾗ ｰ ﾆは 、 ﾙｯｶ人 が こ の 山 の 上 に 大 鏡 を 設 置 し て 、 ﾋﾟｰｻ人 に 「 自 分 の 面 を 映 せ 」

と 言 っ た と の エ ピ ソ ー ド を 伝 え て い る ( V i l l a n i  V I I ･ 1 2 2  p . 3 2 4 )。  ﾛ ﾝ ﾁ ｫ ｰ ﾆで は 、 「 ﾋﾟｰｻ

女 性 に 」 。 ま た 、 ﾋﾟｰ ｻが こ れ を 奪 い 返 し た と き 、 同 じ よ う に し て 仕 返 し を し た ( R o n c i

o n i  p p . 6 8 7 - 9 1 )。 ｱｼｧ ｰﾉは 、 ﾋﾟ ｰｻと ﾙｯ ｶの 間 に あ る ﾓﾝﾃ･ﾋ ﾟ ｻ ｰ ﾉの 峠 。  

 8 .  ｱ ﾄ ﾞ ﾘ ｱ海 岸 ﾛﾏｰ ﾆｧ地 方 都 市 の 隊 長 と し て 、ｼｪｰﾅ･ ﾎ ﾞ ﾛ ｰ ﾆ ｬ ･ ﾌ ﾗ ﾝ ｽ等 を 相 手 に 武 勲 を た て
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る 。 ﾋﾟｰ ｻの 傭 兵 隊 長 を 解 任 さ れ た 後 、 ﾌﾗﾝ ﾁ ｪ ｽ ｺ会 士 と な っ た ( 1 2 2 0生 - 1 2 9 8 ･ 9没 )。 『 神

曲 』 に 登 場 す る こ と で も 知 ら れ 、 教 皇 ﾎﾞﾆﾌｧ ﾃ ｨ ｳ ｽ 8世 に そ の 狡 知 （ そ れ ゆ え 狐 と あ だ 名

さ れ た ） と 奸 計 の 才 を 見 込 ま れ て 、 敵 対 す る ｺﾛﾝﾅ家 を 陥 れ る 策 を 授 け た と さ れ る （ そ

の 罪 で 地 獄 に 落 と さ れ て い る : I n f . X X V I I . 4 - 1 3 2）。が 、そ う し た 史 実 は 確 認 さ れ な い と

の こ と 。  

  9 .  こ の ｶﾌﾟﾛｰ ﾅの 戦 い ( 1 2 8 9 ･ 8 )に 2 5歳 の 若 き ﾀﾞﾝﾃが 参 戦 し て い た こ と が 、『 神 曲 』 に

う か が え る ： I n f .  X X I  9 5 .  ﾀ ﾞ ﾝ ﾃは こ の 頃 ﾆｰﾉと 識 り 合 っ た の で あ ろ う と 考 え ら れ て い

る 。  

 1 0 .  ｼ ﾞ ｪ ﾉ ｳ ﾞ ｧは 、未 亡 人 と な っ た 女 性 が 結 婚 し て ﾋﾟｰｻの 人 口 が 増 え る こ と の な い よ う 、

捕 虜 を 処 刑 し な か っ た と 言 わ れ る ( T r o n c i  I  p . 5 1 9 )。 ｳﾞｨ ｯ ﾗ ｰ ﾆは 、 1 5年 間 ｶﾞﾚ ｰ船 で 航 海

す る こ と が ﾋﾟｰ ｻに 禁 止 さ れ た と 述 べ て い る が 、 否 定 さ れ る 。 ま た 一 般 に は 、 ﾙｽ ﾃ ｨ ｹ ｯ ﾛ

も こ の 時 解 放 さ れ た と 考 え ら れ て い る 。 ﾏﾙ ｺが 解 放 さ れ る こ と に な る ｳﾞｪ ﾈ ｰ ﾂ ｨ ｱと の 和

平 は 、 少 し 前 の 同 年 5月 2 5日 。  

  1 1 .  こ れ に よ っ て 、1 3 0 2年 1月 か ら 6 0 0人 以 上 の 白 派 に 対 す る 追 放 や 処 刑 が 行 わ れ 、ﾛ

ｰﾏの ﾎﾞ ﾆﾌｧ ﾃ ｨ ｳ ｽ 8世 の も と に 使 節 と し て 赴 き 、 そ の 帰 途 に あ っ た ﾀﾞﾝﾃも 追 放 さ れ る 。  

 1 2 .  1 3 0 2年 1 0月 ﾌｨﾚ ﾝ ﾂ ｪを 追 放 さ れ た ﾍﾟ ﾄ ﾗ ﾙ ｶの 父 P e t r a c c o  d i  P a r e n z o ( 公 証 人 )は 1 3 1 1

年 か ら 1 2年 に か け て ﾋﾟｰｻに 住 ん で お り 、 こ の 折 ﾋﾟｰｻに や っ て 来 た ﾀﾞﾝﾃは 、 や は り 白 派

だ っ た 父 に 連 れ ら れ た 8歳 の 少 年 ﾍﾟﾄﾗ ﾙｶ ( 1 3 0 4 ･ 7 ･ 2 0 ｱ ﾚ ｯ ﾂ ｫ生 )と 出 会 っ た と み ら れ る : P e t

r a r c a ,  C a n z o n i e r e ,  M o n d a d o r i  1 9 8 5 ;  B e n v e n u t i  p . 1 7 1 ;  G u e r r a  p . 4 2 .  

 1 3 .  こ の 時 も 毒 殺 の 噂 が あ り 、古 ﾋﾟｰｻ年 代 記 で は 、ﾌｨ ﾚ ﾝﾂｪが ﾄﾞﾒﾆ ｺ会 士  f r a  B e r n a r d i

n o  d a  M o n t e p u l c i a n o  に 毒 を 盛 ら せ た と い う ( S a r d o  p . 5 7 ;  R o n c i o n i  p . 6 7 4 ) .  

  1 4 .  こ の 彫 刻 は 今 も 大 聖 堂 と ｶﾝﾎﾟ ･ｻ ﾝ ﾄ博 物 館 に 見 ら れ る 。ｶﾏｨｰ ﾉは ｸﾞｪﾙ ﾌ ｨだ っ た た め

そ の 後 市 を 去 り 、 翌 年 の ﾓﾝﾃｶ ﾃｨ ｰ ﾆの 戦 い で は ﾌｨﾚﾝ ﾂｪ側 で 戦 っ た 。  

 1 5 .  ﾛ ﾝ ﾁ ｫ ｰ ﾆで は 、 ｳｸﾞ ｯﾁｫ ｰ ﾈが ｶｽ ﾄﾙｯ ﾁ ｫと 内 通 し て 決 起 さ せ た ( R o n c i o n i  p . 6 9 5 ) .  

  1 6 .  こ の 戦 争 で ﾌｨﾚ ﾝ ﾂ ｪ軍 の 総 指 令 官 ﾀｰ ﾗ ﾝ ﾄ君 主 P i e t r o  d e l l a  T e m p e s t a  と そ の 子 C a r l o

が 死 亡 し 、 ﾀﾘｧｺｯ ﾂ ｫの 戦 い ( 1 2 6 8年 )で ﾅｰﾎﾟ ﾘの ｼｬ ﾙﾙ 1世 に 殺 さ れ た ｹﾞﾗ ﾙﾄﾞの 子 R i n i e r i  d e l

l a  G h e r a r d e s c a  は 、そ の 死 体 に 紫 の マ ン ト を か け て 父 の 仇 を 討 っ た と い う ( S a r d o  p . 7 2 ;

 R o n c i o n i  p . 7 0 4 ) .  ｳ ｸ ﾞ ｯ ﾁ ｫ ｰ ﾈも こ の 戦 闘 で 息 子 を 失 っ た 。  
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  1 7 .  ｻ ﾙ ﾄ ﾞで は 、ｳｸﾞｯﾁ ｫ ｰ ﾈは ﾙｯｶに 戻 っ て ｶｽﾄﾙ ｯﾁ ｫを 解 放 し 、彼 に 市 の ｼﾆｫｰ ﾚの 地 位 を 譲

っ て 去 っ た ( S a r d o  p . 7 4 )。  

 1 8 .  こ の 時 、 同 じ く ｳﾞｪ ﾛ ｰﾅに 亡 命 し て ｽｶｰ ﾗ家 に 奇 遇 し て い た ﾀﾞﾝ ﾃと 出 会 っ た で あ ろ

う と 推 測 さ れ て い る ( B e n v e n u t i  p . 1 8 3 )。ｶﾝ･ｸ ﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ﾞの 宮 廷 は 、当 時 全 ｲﾀﾘｱの 亡 命 者 た ち

の 避 難 所 で あ っ た 。  

 1 9 .  叔 父 に よ り 毒 殺 さ れ た と の 噂 も あ る ( ﾖ ﾈ ﾔ ﾏ  p . 1 9 9 ) .  

  2 0 .  8月 半 ば 対 ﾋﾟｽﾄｲ ｱ戦 の 戦 勝 祝 い が ﾋﾟｰｻで 行 わ れ て 大 量 の 魚 が 振 る 舞 わ れ 、そ れ を

沢 山 食 べ た ｶｽﾄ ﾙｯﾁ ｫは 、 ﾙｯｶに 帰 っ て 病 に 陥 り 、 9月 3日 に 死 亡 し た と い う ( S a r d o  p p . 8 2 -

3 ;  R o n c i o n i  p . 7 5 0 ) .  

 2 1 .  後 に 、1 5 6 4年 ( 2 ･ 1 5 ) ﾋ ﾟ ｰ ｻに 生 ま れ た ｶﾞﾘ ﾚ ｵが こ こ で 学 び ( 1 5 8 1入 学 )、教 鞭 を 取 る ( 1

5 8 9 - 9 1 )こ と に な る ( 1 6 4 2 ･ 1 ･ 8 ﾌ ｨ ﾚ ﾝ ﾂ ｪ郊 外 ｱﾙﾁ ｪ ｰ ﾄ ﾘ没 )。  

  2 2 .  R a s p a n t iは 、 ‘ 国 庫 ･公 金 を r a s p a r e (横 領 す る ･く す ね る )者 'の 意 。 B e r g o l i n iは 、 ﾄ

ﾛﾝﾁに よ れ ば 、そ の リ ー ダ ー R a n i e r i伯 を 敵 が b e r g o (馬 鹿 )と 呼 ん だ こ と か ら ( T r o n c i  I I  p .

6 8 )。 ﾛﾝﾁｫ ｰﾆの 編 者 ﾎﾞﾅ ｨｰ ﾆに よ れ ば 、 R a n i e r i  B e r g o  d i  D o n o r a t i c o伯 の 名 か ら 自 分 た ち

を B e r g o派 と 称 し た た め ( R o n c i o n i  p . 8 0 3 )。 ﾍﾞﾝ ｳ ﾞ ｪ ﾇ ｰ ﾃ ｨに よ れ ば 、 同 派 に は 当 時 b e r g o l i

と 呼 ば れ る 小 舟 の 所 有 者 が 多 か っ た た め ( B e n v e n u t i  p . 2 0 3 )。  

 2 3 .  こ の 時 ﾆｰｽか ら ﾅｰ ﾎ ﾟ ﾘに 赴 く 途 中 の ﾍﾟﾄ ﾗ ﾙ ｶが 、 ﾛ ｰ ﾏの G i o v a n n i  C o l o n n a  に 戦 闘 の

様 子 を 書 き 送 っ た と の こ と ( R o n c i o n i  p . 7 9 4 ) .  

  2 4 .  こ の ペ ス ト で 死 亡 し た 兄 G i o v a n n iの あ と を 受 け 継 い だ M a t t e o  は 、 ペ ス ト を 「 神

の 怒 り 」と み な す ( ﾛ ﾝ ﾁ ｫ ｰ ﾆも 同 じ )。ま た 、ペ ス ト は「 ｵﾘｴ ﾝﾄに 始 ま り 、ｶﾀｲと 上 ｲﾝ ﾄﾞ［ 大

陸 部 ｲﾝﾄﾞ］ に 広 ま っ た 」 と い う ( M a t t e o  V i l l a n i  I ･ 2  p . 5 ) .  

  2 5 .  ｻ ﾙ ﾄ ﾞ自 身 の 手 に な る 日 誌 は 、 こ の 時 点 ( 1 3 5 4 ･ 1 2 ･ 2 )か ら 始 ま る 。  

  2 6 .  C f .石 鍋 真 澄 『 聖 母 の 都 市 ｼｴﾅ』 吉 川 弘 文 館  1 9 8 8  p p . 2 8 - 8 1 .   

  2 7 .  こ の 折 り 、 ﾎﾟﾝﾃ区 に 住 む S i m o n e  R u s t i c h e l l iな る 富 裕 な 商 人 も 5 0 ﾌ ｨ ｵ ﾘ ｰ ﾆ供 出 し て

い る ( G u e r r a  p . 3 5 )。  

 2 8 .  こ の 鎖 は 近 代 に な っ て ﾋﾟｰ ｻに 返 還 さ れ 、 今 は 市 の 博 物 館 に 見 ら れ る 。  

 2 9 .  1 3 5 9 . 7 . 6 .  そ の 団 長 ﾗﾝﾄ ﾞ伯 に 金 2千 ﾌｨｫ ﾘ ｰ ﾆ払 う 使 者 に 、 当 時 財 務 官 だ っ た ｻﾙﾄ ﾞが

当 た っ て い る ( S a r d o  p . 1 4 6 )。  
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 3 0 .  そ の 前 、教 皇 の ﾛｰﾏ帰 還 の 方 策 が 講 じ ら れ て い た 折 、警 護 を 皇 帝 ｶｰﾙ 4世 の 軍 に 頼

も う と す る ｳﾙﾊ ﾞ ﾇ ｽ 5世 に 対 し て 、 そ れ を 避 け た い ﾌｨ ﾚ ﾝ ﾂ ｪの 軍 提 供 の 意 向 を 伝 え る 使 節

と し て ﾎﾞｯ ｶ ｯ ﾁ ｫが 起 用 さ れ て い る 。 1 3 6 5年 8月 2 0日 頃 出 立 し 、 1 1月 初 旬 に 戻 っ て き た 。

ｱｳﾞｨ ﾆｮ ﾝで は 教 皇 に お 目 通 り し た が 、 目 的 は 達 せ ら れ な か っ た 。 ま た 、 教 皇 が ﾛｰﾏに 帰

還 し て 後 の 1 3 6 7年 1 1月 か ら 6 8年 2月 末 ま で 、 今 度 は そ の 帰 還 に 祝 意 を 伝 え る 使 節 と し

て ﾛｰﾏに 派 遣 さ れ て い る ( ｶ ｰ ﾙ 4世 問 題 に つ い て も 協 議 し た こ と が 推 測 さ れ る ) : ｱ ﾝ ﾘ ･ ｵ ｳ ﾞ ｪ

ｯ ﾄ (大 久 保 昭 男 訳 )『 評 伝 ﾎﾞｯｶ ｯﾁ ｮ』 新 評 論  1 9 9 4  p p . 4 0 6 - 1 0 .  

  3 1 .  ﾙ ｯ ｶは そ の 後 、 1 7 9 9年 1月 ﾅﾎﾟ ﾚ ｵﾝに よ っ て 併 合 さ れ る ま で 共 和 国 と し て 独 立 を 守

る 。  

  3 2 .  今 回 も 女 性 が 急 を 告 げ た と い う ( S a r d o  p . 1 8 4 )。  

  3 3 .  1 3 7 6年 3月 3 1日 教 皇 ｸﾞﾚｺ ﾞﾘ ｳ ｽ 1 1世 (在 位 1 3 7 0 ･ 1 2 - 7 8 ･ 3 ･ 2 7 )は 、ﾌｨﾚ ﾝﾂｪ全 市 に 聖 務 停

止 令 を 布 告 。こ れ を 解 い た 次 の ｳﾙﾊﾞ ﾇｽ 6世 ( 1 3 7 8 ･ 4 ･ 1 8 .  ﾊ ﾞ ｰ ﾘ大 司 教  B a r t o l o m e o  P r i g n a n

o )は ﾋﾟｰｻ生 ま れ と も い わ れ る ( S a r d o  p . 2 2 5 .  編 者 ﾊﾞﾝﾃ ｨは こ れ を 否 定 し て い る )。  

 3 4 .  1 3 7 8 ･ 6 ･ 2 ｱ ﾝ ﾂ ｨ ｫ沖 で ｳﾞ ｪﾈ ﾂ ｨ ｧ艦 隊 と 衝 突 し て 敗 れ た ｼﾞｪﾉ ｳ ﾞ ｧ船 1 0隻 の う ち 4隻 が ﾋﾟ

ｰｻ港 に 避 難 し て き た ( S a r d o  p . 2 3 2 )。  

  3 5 .  1 3 7 5年 6 月 ｱｸ ｰ ﾄに 率 い ら れ た ｲｷ ﾞ ﾘ ｽ傭 兵 団 が ｴﾐ ｰ ﾘ ｧ ･ ﾛ ﾏ ｰ ﾆ ｧ地 方 に 侵 攻 し て き た 折

り 、 ｻﾙﾄﾞは 市 の 使 節 と し て ﾎﾞﾛｰﾆ ｧに 派 遣 さ れ 、 ｱｸｰ ﾄと 交 渉 し た 。 し か し 結 局 彼 ら は ﾋﾟ

ｰｻ領 内 に 入 っ て き て 荒 ら し た た め 、 多 額 の 金 を 数 回 に 分 け て 払 っ た 。 ｻﾙﾄ ﾞは 、 財 務 官

と し て そ の 支 払 に も 当 た っ て い る ( S a r d o  p p . 2 0 9 - 1 1 )。  

 3 6 .  ﾛ ﾝ ﾁ ｫ ｰ ﾆの 年 代 記 は 次 の よ う な エ ピ ソ ー ド を 伝 え て い る 。 こ の 疫 病 か ら 逃 れ る た

め お 伺 い を た て た と こ ろ 、 神 の 思 し 召 し と て 、 そ の 遺 体 が C a s t i g l i o n e  d e l l a  P e s c a i aに

埋 葬 さ れ て い る か つ て の ｱ ｷ ﾃ ｰ ﾇ公 に し て 福 者 ｷ ﾞ ｮ ｰ ﾑに 取 り な し を 求 め る べ き こ と が 告

げ ら れ た 。そ こ で 、お 偉 方 を 始 め と し て 市 民 全 員 が 出 向 い て そ の 遺 体 を 大 聖 堂 に 迎 え 、

祭 壇 の 上 に 祀 っ た と こ ろ 、 9月 に 入 っ て ペ ス ト は 退 散 し た ( R o n c i o n i  p . 9 3 5 - 6 ) .  

  ﾙ ﾇ ｧ ｰ ﾙは 、 1 4世 紀 の ﾋﾟｰ ｻ衰 退 の 環 境 的 原 因 と し て 、 ﾋﾟｰ ｻ港 が ﾏﾚ ﾝ ﾏと い う 荒 廃 し た 湿

地 に 囲 ま れ て い た こ と 、 ｺﾝﾀ ｰﾄﾞが 狭 く 市 民 の 食 糧 を 十 分 に 供 給 で き な か っ た こ と を 挙

げ る ( R e n o u a r d  p p . 2 6 1 - 2 )。 一 方 ﾊｰﾘ ｰは 、 マ ラ リ ア と 衛 生 状 態 の 悪 化 に よ っ て 人 口 増 加

が 頭 打 ち に な っ た こ と を 強 調 す る ( H e r l i h y  p p . 8 0 - 8 3 , 1 9 2 )。  
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 3 7 .  ﾀ ﾞ ｯ ﾋ ﾟ ｧ ｰ ﾉと 交 渉 中 に ｳﾞｨｽ ｺﾝ ﾃ ｨに 雇 わ れ た 刺 客 に よ っ て 殺 さ れ た 、と の 噂 も あ る ( S

a r d o  p . 3 5 5 )。 L a m e n t i  S t o r i c i  P i s a n iに  G i o v a n n i  d i  R i d o l f o  G u a z z a l o t t i , ' L a m e n t o  p e r  

l a  M o r t e  d i  P i e t r o  G a m b a c o r t a 'が 収 め ら れ て い る ( p p . 5 9 - 6 3 )。   

 ﾀ ﾞ ﾇ ﾝ ﾂ ｨ ｫの ﾌﾗﾝｽ語 戯 曲『 ﾋﾟｻ ﾈｯﾗ』に も 次 の よ う な 場 面 が あ る :「 ﾋﾟｰｻは 、ｷﾝﾂｨ ｶと い う

界 隈 に 棲 ん で お り ま し た 、 橋 の た も と 、 あ の 細 槍 で 、 ﾋﾟｪ ｰﾛ ･ ｶ ﾞ ﾝ ﾊ ﾞ ｺ ﾙ ﾀ様 が お 亡 く な り

に な っ た 所 。 ・ ・ そ こ に は 、 ｻﾝﾀ ･ｶﾀ ﾘ ｰ ﾅ修 道 院 の 院 長 様 が 、 歯 が 4本 欠 け た か ら と 言 っ

て 菓 子 屋 の ｸﾞｪﾙﾌ ｨ ｰ ﾉに 転 売 な さ っ た 、 ﾀﾙﾀﾙ人 の 女 奴 隷 が お り ま し た 」 ( G a b r i e l e  D ' A n n

u n z i o ,  L a  P i s a n e l l e ,  M i l a n o  M o n d a d o r i  1 9 8 0 ,  p p . 8 1 9 - 2 0 .  人 名・地 名 は ｲﾀﾘｱ語 読 み に 訳

し た )。  

  3 8 .  ｲ ｧ ｺ ﾎ ﾟと 前 年 ( 1 3 9 7 ･ 1 0 ･ 6 )に 死 亡 し た 長 男 ｳﾞｧﾝ ﾆの 墓 は 今 も ｶﾝﾎ ﾟｻﾝ ﾄに 見 ら れ る ( S a

r d o  p . 2 9 5 )。  

  3 9 .  ﾋ ﾟ ｰ ｻ暦 は 3月 2 5日 に 年 が 替 わ る 。し た が っ て そ れ 以 後 1 2月 3 1日 ま で は 共 通 暦 に 比

べ て 1年 早 ま る 。  

 4 0 .  ﾋ ﾟ ｫ ﾝ ﾋ ﾞ ｰ ﾉの ｱｯ ﾋ ﾟ ｧ ｰ ﾉ家 領 は 、 1 5 9 4年 ﾌﾟﾘ ﾝ ﾁ ﾊ ﾟ ｰ ﾄ (君 主 領 )と な る が 、 1 6 5 0年 ｵｰｽ ﾄ ﾘ ｧ

に 征 服 さ れ て 終 わ る 。  

  4 1 .  こ の 時 ﾘｳﾞｫﾙ ﾉは ﾌﾗﾝｽに 与 え ら れ た が 、 1 4 2 1年 ﾌｨﾚﾝ ﾂｪに 征 服 さ れ る 。  

  4 2 .  F i g . 3  参 照 。 ﾄﾛﾝ ﾁに よ れ ば 、 こ の 時 の ﾌｨﾚﾝﾂ ｪ側 の 署 名 に ｺｼﾓ ･ﾃ ﾞ ｨ ･ ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ﾁの 名 が 見

え る ( T r o n c i  I I  p . 2 2 8 )。 C f r .  L a m e n t i  S t o r i c i  P i s a n i .  

  そ の 後 ﾋﾟｰｻは 、 8 8年 後 の 1 4 9 4年 ﾌﾗﾝｽ･ ｼ ｬ ﾙ ﾙ 8世 の ｲﾀﾘｱ遠 征 に と も な う ﾌｨﾚﾝ ﾂｪの 混 乱 に

乗 じ て 、 9月 9日 独 立 を 宣 言 し た 。 翌 9 5年 6月 2 0日 に は ﾌﾗ ﾝ ｽへ の 帰 路 同 王 も ﾋﾟｰ ｻに 立 ち

寄 っ て こ れ を 祝 福 し た 。 が 、 王 が 去 る や 直 ち に 、 ﾒﾃﾞｨ ﾁ家 を 追 放 し て 共 和 制 に 戻 っ た ﾌ

ｨﾚ ﾝ ﾂ ｪの 反 攻 が 始 ま り 、 1 4 9 9年 と 1 5 0 0年 の 猛 攻 で は 城 壁 が 何 カ 所 か 破 ら れ た 。 し か し

そ れ で も 落 ち な か っ た た め 、 1 5 0 3年 に は 当 時 市 政 府 主 席 の 座 に あ っ た ﾋﾟｪ ﾙ ･ ｿ ﾃ ﾞ ﾘ ｰ ﾆと

そ の 書 記 局 に あ っ た ﾏｷ ｧ ｳ ﾞ ｪ ｯ ﾘに よ っ て 、 ｱﾙﾉ川 を 迂 回 さ せ て ﾋﾟｰ ｻを 干 上 が ら せ る 計 画

が 立 て ら れ 、 7月 2 3日 に は ﾚｵﾅ ﾙﾄ ﾞ ･ ﾀ ﾞ ･ ｳ ﾞ ｨ ﾝ ﾁが 現 地 を 視 察 ･測 量 し て 可 能 と 結 論 し た ( ﾚ ｵ

ﾅ ﾙ ﾄ ﾞの 手 に な る そ の 図 面 が ﾏﾄﾞﾘｰ ﾄ ﾞ国 立 図 書 館 に 保 存 さ れ て い る )。8月 に は 開 始 さ れ た

が 難 工 事 と な り 、 途 中 で 放 棄 さ れ た 。 そ の ま ま 膠 着 状 態 と な っ た が 、 結 局 1 5年 に わ た

る 包 囲 と 篭 城 の 末 、 飢 餓 ･災 害 ･疫 病 に 屈 し て 1 5 0 9年 6月 8日 降 伏 し た 。 こ の 戦 で 荒 廃 し

た ﾋﾟｰｻは そ の 後 さ ら に 衰 退 の 度 を 深 め 、 1 5 5 1年 最 初 の 人 口 調 査 時 に は 1 6 3 6家 族 計 8 5 7 1

人 、 し か も そ の 半 分 は ﾌｨﾚﾝ ﾂｪ他 の 市 外 人 だ っ た と い う ( T o l a i n i
１

 p p . 8 3 - 8 9 )。 か く て 1 6

世 紀 に は 「 死 の 街 」 と 化 し た ( H e r l i h y  p . 8 3 )。  

  ﾙ ﾇ ｧ ｰ ﾙは 、 1 9世 紀 始 め ｲﾀﾘｱを 征 服 ･支 配 し た ﾅﾎﾟﾚ ｵﾝに よ っ て 、 1 8 1 0年 ｽｸｫｰﾗ ･ ﾉ ﾙ ﾏ ｰ ﾚ ･ ｽ ｰ
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ﾍ ﾟ ﾘ ｫ ｰ ﾚが 設 立 さ れ た こ と が 、 か つ て の ﾌｨﾚ ﾝ ﾂ ｪと ｼﾞ ｪ ﾉ ｳ ﾞ ｧに 対 す る そ の 後 の ﾋﾟｰ ｻの 雪 辱

だ と 言 う ( R e n o u a r d  p . 2 6 3 ) (図 I I - 1参 照 )。   

4 3 .  ｺ ﾁ ｰ ﾄ： ｷﾞﾘ ｼ ｬ神 話 で 冥 界 を 流 れ る ｱｹﾛ ｰﾝ河 の 支 流 の 一 つ 。「 嘆 き の 川 」 ( ｺ ｰ ｷ ｭ ｰ ﾄ ｽ )

の 意 。 ｱﾝﾃﾉ ｰ ﾗ :『 ｲｰﾘ ｱｽ』 に 登 場 す る ﾄﾛｨ ｱ王 ﾌﾟ ﾘｱ ﾓ ｽの 顧 問 で 平 和 主 義 者 。 ﾄﾛｨｱ陥 落 の 折

り ｷﾞﾘｼ ｬ軍 に よ っ て 危 害 を 加 え ら れ な か っ た た め 、後 世 で は ﾄﾛｨｱを ｷﾞﾘｼ ｬに 売 り 渡 し た

裏 切 り 者 と さ れ た 。  

 4 4 .  D a n t e  A l i g h i e r i ,  L a  D i v i n a  C o m m e d i a ,  a  c u r a  d i  T o m m a s o  D i  S a l v o ,  B o l o g n a  

Z a n i c h e l l i  1 9 8 7 .   

  4 5 .  ﾎ ﾞ ｯ ｶの 場 合 も 、 旗 手 の 腕 を 切 り 落 と し た と い う の は 噂 で あ り 、 事 実 か ど う か は

確 定 し な い 。  

  4 6 .  ﾀ ﾞ ﾝ ﾃは 別 の と こ ろ で 、 息 子 ﾌｧ ﾘ ﾅ ｰ ﾀが 殺 さ れ た ( 1 2 8 7年 )に も か か わ ら ず 、 復 讐 し

な い で 許 し た ﾋﾟｰｻ人 ﾏﾙ ｽﾞｯ ｺ ( ･ ﾃ ﾞ ﾘ ･ ｽ ｺ ﾙ ﾆ ｼ ﾞ ｧ ｰ ﾆ )の 寛 大 さ を 讃 え て い る ( P u r g . V I . 1 7 - 8 )が 、

そ れ を 殺 し た の は ﾆｰﾉも し く は ｳｺﾞﾘ ｰﾉ伯 と も 言 わ れ る 。  

  4 7 .  G i o v a n n i  V i l l a n i ,  C r o n i c a ,「 第 7巻 第 9 8章 p p . 2 9 4 - 5」 を 示 す （ 以 下 同 ） 。 同 書 の

執 筆 は c . 1 3 2 0 - 4 8と さ れ る 。  

  4 8 .  ﾓ ﾝ ﾃ ﾌ ｪ ﾙ ﾄ ﾛの 着 任 は 1 2 8 9年 5月 で あ り 、 事 件 に は 係 わ っ て い な い 。 彼 が 来 た と き 、

ｳｺﾞﾘ ｰﾉ伯 は ま だ 生 き て い た と す る 説 も あ る 。  

  4 9 .  S a r d o  p . 4 7 .  た だ し 、こ の 箇 所 は ま だ 無 名 記 者 の 手 に な る 部 分 で 、ｻﾙﾄ ﾞの も の で

は な い ( C f .註 1  文 献 ( 1 ) )。  

 5 0 .  T r o n c i  I  p p . 5 1 8 - 4 4 .  執 筆 は 1 5世 紀 前 半 。 た だ し 、 こ の 版 は 1 9世 紀 に 追 加 ・ 改 訂

さ れ た も の で 、 こ の 部 分 が す べ て ﾄﾛﾝ ﾁの 手 に な る も の か ど う か は 詳 ら か で な い ( C f .同

( 3 ) )。  

  5 1 .  R o n c i o n i  p p . 6 0 7 - 4 3 .  執 筆 は 1 5 9 2 - 1 6 0 6年 ( C f .同 ( 2 ) )。  

  5 2 .  例 え ば 、 1 2 4 1年 皇 帝 ﾌｪﾃ ﾞﾘ ｰ ｺ 2世 が ﾛｰﾏの 公 会 議 に 向 か う 高 僧 一 行 を ﾒﾛｰ ﾘｧで 捕 縛

さ せ た の は 、「 キ リ ス ト 教 世 界 に 対 す る 重 大 な 損 害 」 ( p p . 5 0 0 - 2 )。1 2 8 4年 の 同 じ 舞 台 で

の ﾋﾟｰｻの 敗 北 は 、 そ れ に 対 す る 神 の 報 い 。 1 2 5 0年 1 2月 1 3日 に は 、 「 聖 な る 教 会 に 多 大

の 損 害 と 、 ｲﾀｰ ﾘｧに 甚 大 な 災 害 を も た ら し 、 さ ら に は ﾄｽｶｰ ﾅに 呪 う べ き ｸﾞｪﾙﾌ ｨと ｷﾞﾍ ﾞ ｯ ﾘ

ｰ ﾆの 党 派 を 再 び 導 き 入 れ た 皇 帝 ﾌｪﾃﾞ ﾘｰ ｺ 2世 」 が 死 去 し た ( p p . 5 2 2 - 3 )。  
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  5 3 .  編 者 ﾎﾞﾅ ｨｰ ﾆは 、 同 書 が ﾋﾟｰ ｻの 異 端 審 問 所 の 検 閲 を 受 け た 記 録 を 紹 介 し て い る ( R

o n c i o n i  p . X I V ) .  

  5 4 .  ﾎ ﾞ ﾅ ｨ ｰ ﾆに よ れ ば 、ﾛﾝﾁｫｰ ﾆ家 は 9 9 6年 ｵｯﾄｰ 3世 に よ り 貴 族 に 叙 さ れ た ( R o n c i o n i  p . X )。

た だ し こ れ は 、ﾙｯﾂｧ ｰﾃ ｨの 研 究 ( M i c h e l e  L u z z a t i ,  ' L e  o r i g i n i  d i  u n a  f a m i g l i a  n o b i l e  p i

s a n a .  I  R o n c i o n i  n e i  s e c o l i  X I I  e  X I I I ' , 1 9 6 6 - 6 8 .  未 見 )に よ れ ば 、後 に 結 び 関 係 付 け た

も の と の こ と ( ｼ ﾐ ｽ ﾞ  p p . 3 2 1 - 2 2 )。  

  5 5 .  H e r l i h y  ( 1 9 5 8 )  p . 9 1 .  

  5 6 .  R e n o u a r d  ( 1 9 6 9 )  p p . 2 5 7 - 8 .  

  5 7 .  C r i s t i a n i  ( 1 9 6 2 )  p p . 2 3 3 - 4 8 .  著 者 は 、こ の 時 期 の ﾋﾟｰｻ史 が「 今 な お ﾀﾞﾝﾃの 物 語 を

下 敷 き に し て 眺 め ら れ る 」 こ と を 嘆 い て い る 。 ま た 、 ま だ ﾀﾞﾝ ﾃの 影 響 を 被 っ て い な い

同 時 代 の 資 料 は 「 裏 切 り の 噂 」 を 伝 え て い な い 、 こ と を 述 べ て い る ( p p . 2 3 5 , 2 4 7 )。  

  5 8 .  F r a g m e n t a  h i s t o r i a e  p i s a n a e ,  c o l l . 6 5 1 - 2  (未 見 。 C r i s t i a n i  p . 2 4 7 ) .  

  5 9 .  B e n v e n u t i  ( 1 9 8 2 )  p p . 1 5 3 - 6 0 .  

 

  図 I I - 2 :  1 5世 紀 の ﾋﾟｰ ｻ。中 世 都 市 に 特 徴 的 な 塔 (有 力 家 門 の 私 的 要 塞 )の 林 立 が み ら れ

る 。 塔 は そ の 後 壊 さ れ た り 建 物 に 組 み 込 ま れ た り し て 、 今 は ほ と ん ど 残 っ て い な い 。

ｱﾙﾉ川 を は さ ん で 左 側 (北 )に 大 聖 堂 と 斜 塔 、 右 側 (南 )が ｷﾝｼｶ区 。 ( T o l a i n i 1  p . 7 1 )  
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図 I I - 3  ピ ー サ 城 外 の フ ィ レ ン ツ ェ 軍 （ 1 3 6 2年 ）  

L u c c a ,  A r c h i v i o  d i  S t a t o ,  m s . 1 0 7 ,  G .  S e r c a m b i ,  C r o n i c h e .   

 ( L a m e n t i  S t o r i c i  P i s a n iよ り )  

 

 

 

図 I I - 4  ピ ー サ に 向 か う 皇 帝 軍 （ 1 3 6 8年 ） （ 同 ）  
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図 I I - 5  ポ ン テ ・ デ ィ ・ メ ッ ゾ 上 で の ベ ル ゴ リ ー ニ 派 （ 左 ） と ラ ス パ ン テ ィ 派 （ 右 ）

の 戦 い （ 1 3 9 2年 ） 、 ピ エ ト ロ ・ ガ ン バ コ ル タ の 死 （ 同 ）  

 

 

 

図 I I - 6  ピ ー サ 市 内 を 行 く ル ッ カ の ビ ア ン キ た ち （ 1 3 9 2年 ?） （ 同 ）  
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図 I I - 7  ピ ー サ に 入 る ミ ラ ー ノ ・ ヴ ィ ス コ ン テ ィ 軍 （ 1 2 9 9年 ） （ 同 ）  
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図 I I - 8  ピ ー サ を 攻 囲 す る フ ィ レ ン ツ ェ 軍 （ 1 4 0 6年 ）  

（ F i r e n z e ,  P a l a z z o  C a p p o n i ,  B e r n a r d i n o  P o c c e t t i  壁 画 、 1 5 8 5年 ）  

 

 

 

 図 I I - 9  ピ ー サ 征 服 を 宣 言 す る フ ィ レ ン ツ ェ 軍 の 隊 長 ジ ー ノ ・ カ ッ ポ ー ニ （ 同 ）  

（ 右 側 の 建 物 は ﾊﾟﾗｯ ﾂｫ ･ ﾃ ﾞ ﾘ ･ ｱ ﾝ ﾂ ｨ ｧ ｰ ﾆ、 奥 に ｳｺﾞﾘｰﾉ伯 の 「 飢 餓 の 塔 」 ）  


